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　砂押川の水がもっときれいになるようにと
の願いを込め、八幡保育所の園児のみなさん
が水を浄化する働きがあるシジミの放流を行
いました。（写真はシジミを持ち砂押川に向
かう園児たち…関連記事15ページ）
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こ
の
選
挙
は
、
今
後
の
多
賀
城
市
政

の
在
り
方
を
左
右
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
最
も
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
～
午
後
8

時
ま
で
で
す
。

　
棄
権
し
な
い
で
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

　
今
回
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
2
つ

の
用
件
を
同
時
に
満
た
す
方
で
す
。

①
平
成
22
年
4
月
30
日
ま
で
に
住
民
票

が
作
成（
転
入
届
）さ
れ
て
お
り
、
基
準

日（
7
月
31
日
）に
お
い
て
引
き
続
き
3

カ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
。

②
平
成
2
年
8
月
9
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。

　
な
お
、
投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　
投
票
所
入
場
券
は
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
7
月
31
日
こ
ろ
に
届
く

予
定
で
す
。

　
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
に
入
場
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前（
不
在
者
）投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
、
旅
行
、
入
院
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
方
の
ほ
か
、
自
営

業
の
方
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で

あ
っ
て
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
時
点
で
、
20
歳

未
満
の
方（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
）は
、
不
在
者
投
票
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

期
間
／
8
月
2
日
㈪
～
7
日
㈯

時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

会
場
／
多
賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

持
ち
も
の
／
投
票
所
入
場
券（
入
場
券

が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
施
設
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
す
る「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」が
必
要
で
す
。
証
明
書
の

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
8
月
4
日
㈬

ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
制

度
が
利
用
で
き
る
方
は
、
身
体
障
害
者

や
戦
傷
病
者
、
介
護
保
険
の
要
介
護
な

ど
の
人
が
対
象
で
そ
れ
ぞ
れ
に
等
級
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
の
様
子
は
自
由
に
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

日
時
／
8
月
8
日
午
後
9
時
か
ら

会
場
／
総
合
体
育
館

投
票
・
開
票
速
報

　
選
挙
日
当
日
は
、
投
票
・
開
票
の
状

況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
携
帯
サ
イ

ト
で
随
時
公
表
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/

市
携
帯
サ
イ
ト
／

http://w
w
w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/m

/s/sokuhou/

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

E
メ
ー
ル
／

senkyo@
city.tagajo.m

iyagi.jp

「
そ
の
一
票　

僕
等
の
夢
に　

つ
な
が
る
よ
」

多
賀
城
市
長
選
挙

多
賀
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
お
知
ら
せ

投
票
日
は
8
月
8
日
㈰

平
成
22
年
7
月
11
日
執
行
の
参
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
率

・
宮
城
県
53
・
34
％

・
多
賀
城
市
55
・
78
％

 ■調査票の配布と回収
9月23日㈭〜30日㈭　国勢調査員が調査票を配布します
　調査員は、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。調査員がみなさ
んのお宅を訪問して、調査票を配布します。

10月1日㈮〜7日㈭　国勢調査員が調査票を回収します
　調査票は調査員に提出していただくか、郵送で市役所へ提出ください。
※この期間に調査票が回収できない場合は、10月22日㈮〜24日㈰に再度
回収に伺います。

 ■調査票回収のポイント
　個人情報保護意識の高まりを受け、調査員へ提出の場合でも、封筒に封を
しての提出となりました。回収に伺う調査員が、調査票を見ることは絶対に
ありませんのでご安心ください。また、調査員と会う時間の都合のつけにく
い方のために、郵送による提出もできます。

 ■国勢調査Q＆A
Q1調査票は必ず記入するの？
　必ず記入をお願いします。国勢調査は外国人を含む、日本国内に住むすべ
ての人や世帯の最新の実態を把握するものです。統計法には、調査対象の方
に調査項目を報告する義務があることを規定しています。
Q2調査ではどんな内容を答えるの？
　調査項目は全部で20項目です。主な項目として、氏名や男女の別、出生
の年月、5年前の所在地、従業地または通学地、住居の種類などを記入して
いただきます。
Q3調査の結果は何に使われるの？
　国勢調査の結果は、衆議院小選挙区の画定や地方交付税の算定のほか、社会
経済の実態把握など、さまざまな分野で「社会の情報基盤」として利用されます。

　国勢調査は、日本の人口や世帯
の実態を明らかにするため、国の
最も基本的な統計調査として、大
正9年（1920年）以来5年ごとに
実施しています。
　市民の皆さんが安心して調査票
に記入できるように、国勢調査の
内容についてお知らせします。
問／地域コミュニティ課市民活動
推進係（国勢調査担当）　内線253

平成22年10月1日に第19回国勢調査が実施されますが、この調査による宮城県の人口は何
人になるでしょうか。

応募資格／県内在住の方
応募方法／ハガキまたは応募フォーム（右記ウェ
ブサイト）にて
①答え（算用数字ではっきりと）　②郵便番号およ
び住所　③氏名（男女の別）　④年齢　⑤職業（学
校名）　⑥電話番号　⑦このクイズを知った理由
（例えば「広報多賀城で」など）を具体的に記載
募集期間／9月30日㈭まで。締切当日消印有効。
ウェブサイトは締切当日午後5時受信まで有効。

賞品／1等：商品券5万円（1名）、2等：商品券3万円（1名）、
3等：商品券1万円（2名）、センサス賞：図書カード千円（50
名）
※ただし、当選者が中学生以下の場合、相当額の図書カー
ドとなります。
入賞発表／12月下旬予定　
問・応募／〒980－8570（住所記入不要）
宮城県企画部統計課国勢調査班☎022-266-3950
http://www.pref.miyagi.jp/toukei/kokutyo/jinkokensyou.htm

宮城県の人口予想クイズ！！平成２２年
国勢調査

平成17年国勢調査の調
査票枚数は約7,700万枚
でした。上に積み重ねる
と、富士山の何倍になる
でしょうか？

答／約３倍(2.61倍)

あなたの大切な
1票を忘れずに
投じてください。 QRコード

多賀城市役所

社会福祉
協議会

入口
駐車場

選挙管理委員会事務局

母子健康
センター

▲調査票のサンプル

基準日／平成22年10月1日
にご協力を！
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を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

大お
お

江え 

香か

純す
み

さ
ん（
多
賀
城
小
）

多
賀
城
駅
前
の
長
崎
屋
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
で
す
か
。

市
の
中
心
部
に
あ
る
の
で
、
た
と
え
ば
市
立

図
書
館
を
移
転
し
た
り
、公
園
、福
祉
施
設
、

病
院
な
ど
、
市
民
の
み
ん
な
が
使
え
る
施
設

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

下し
も

山や
ま 

晴は
る

子こ

さ
ん（
多
賀
城
小
）

多
賀
城
市
で
は
土
地
開
発
が
進
む

に
つ
れ
、
緑
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
市
で
は
、
緑
を

増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
ど
う
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。阿あ

部べ 

拓た
く
人と

さ
ん（
多
賀
城
東
小
）

ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が

急
な
坂
や
歩
道
橋
な
ど
を
を
い
つ

も
大
変
そ
う
に
歩
く
の
を
見
か
け
ま
す
。
も

う
少
し
ゆ
る
や
か
な
坂
に
す
る
な
ど
、
み
ん

な
に
や
さ
し
い
道
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

長は

谷せ

川が
わ 

怜れ
い

子こ

さ
ん（
多
賀
城
東
小
）

私
は
多
賀
城
市
に
も
っ
と
緑
を
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
樹
木
を
増

や
し
、
そ
の
木
で
学
校
の
机
な
ど
が
作
ら
れ

れ
ば
安
心
し
て
使
え
ま
す
。
自
然
と
産
業
を

つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

●
千
葉
慶
也
さ
ん
の
質
問
に
つ
い
て

　
多
賀
城
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
多
賀
城
の
歴
史
を
知
る
上

で
特
に
重
要
な
遺
跡
や
多
賀
城
碑
は
、
国
や
宮

城
県
、
多
賀
城
市
が
、
指
定
し
保
存
す
る
な
ど

し
て
直
接
保
護
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
そ
の
他
の
遺
跡
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
家
を
新
築
す
る
時
な
ど
、
ど
う
し
て
も
土
地

を
掘
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
、
発
掘
調
査
を

行
い
、
遺
跡
の
記
録
を
写
真
な
ど
で
保
存
し
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
多
賀
城
の
歴
史
を
広
く
伝
え
る
方
法

に
つ
い
て
で
す
が
、
主
に
広
報
多
賀
城
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
発
掘
調
査
の
最
新
情

報
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
現
場
で
行
う
現
地

説
明
会
や
、
速
報
展
を
開
催
し
て
、
い
ち
早
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
が
7
月
9

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

条
例

▼
多
賀
城
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
山
王
住
宅
の
用
途
を
廃
止
し
、
借

り
上
げ
に
よ
る
市
営
住
宅
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
う
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

▼
平
成
22
年
度
多
賀
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
歳
出

・
市
営
住
宅
借
上
料
の
増
額�

6
3
8
千
円

◆
こ
ど
も
議
員
か
ら
の
質
問
・
提
言

宮み
や

本も
と 

夢ゆ

里り

亜あ

さ
ん（
天
真
小
）

お
店
に
行
く
と
、
た
ば
こ
の
後
始

末
を
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
大
人

の
人
が
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
市
で
何
か
取
り
組
め
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。

笠か
さ
原は

ら 

悠ゆ
う
郷ご

う
さ
ん（
天
真
小
）

道
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
国
道
45

号
な
ど
の
危
険
な
道
路
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
少
な
い
道
路
が

あ
り
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
が
安
全
に
歩

行
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

石い
し
森も

り 

敦あ
つ
子こ

さ
ん（
天
真
小
）

『
史
都
多
賀
城
』と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
多
賀
城
を
訪
ね
る
観
光
客

は
、
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
る
奈
良
市
や
太

宰
府
市
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
よ
う
に
政

庁
を
再
建
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

鈴す
ず
木き 

省し
ょ
う

吾ご

さ
ん（
城
南
小
）

現
在
、
少
子
化
が
す
す
ん
で
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
多
賀
城
市

で
は
、
子
ど
も
の
数
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
見
通
し
で
す
か
。
ま
た
、
少
子
化
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

千ち

葉ば 

慶け
い
也や

さ
ん（
城
南
小
）

学
校
で
、
多
賀
城
市
は
歴
史
の
あ

る
ま
ち
だ
と
勉
強
し
、
歴
史
に
つ

い
て
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多

賀
城
の
歴
史
を
守
っ
た
り
、
も
っ
と
広
く
伝

え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
か
。菊き

く
池ち 
朝あ

さ
陽ひ

さ
ん（
城
南
小
）

帰
宅
途
中
に
高
崎
廃
寺
を
通
っ
て

い
た
ら
、
不
審
な
人
に
追
い
か
け

ら
れ
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今

後
、
私
の
よ
う
な
思
い
を
す
る
人
が
な
く
な

る
よ
う
通
学
路
な
ど
に
、
街
灯
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

曽そ

我が 

み
ち
る
さ
ん（
多
賀
城
八
幡
小
）

私
は
も
っ
と
砂
押
川
が
き
れ
い
に

な
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
や

看
板
を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
工
夫
し
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐さ

藤と
う 

咲さ

良ら

さ
ん（
多
賀
城
八
幡
小
）

私
は
、
多
賀
城
市
が
奈
良
市
と
友

好
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
友
好
都
市
と
し
て
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
交
流
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小お

澤ざ
わ 

琳り
ん
さ
ん（
多
賀
城
八
幡
小
）

最
近
、
周
り
に
家
が
た
く
さ
ん
建

ち
、
以
前
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
遊
び

が
で
き
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
多
賀
城
市
で
ぼ
く
た
ち
が
ボ
ー

ル
遊
び
で
き
る
よ
う
な
設
備
を
つ
く
る
計
画

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大お
お
山や

ま 

晴は
る
己き

さ
ん（
多
賀
城
小
）

多
賀
城
市
は
、
自
由
に
遊
べ
る
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
少
な
い
で
す
。

放
課
後
の
校
庭
は
使
用
時
間
が
限
ら
れ
、
近

く
の
公
園
で
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ボ
ー
ル
が

公
園
の
外
に
出
て
し
ま
い
、
怒
ら
れ
た
り
し

ま
す
。
思
い
切
り
遊
べ
る
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

志し

賀が 

日ひ

向な

子こ

さ
ん（
多
賀
城
東
小
）

私
は
よ
く
体
の
不
自
由
な
人
が
坂

な
ど
を
登
る
時
に
苦
労
し
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す
。
そ
の
人
の
不
自
由
さ
に

あ
わ
せ
た
施
設
や
活
動
し
や
す
い
場
所
を
市

内
に
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

遠え
ん

藤ど
う 

弥み

彩さ

樹き

さ
ん（
山
王
小
）

最
近
、
交
通
事
故
が
多
く
、
先
月

も
ぼ
く
た
ち
の
学
区
内
で
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。
事
故
が
多
い
場
所
、
危
険
だ

と
思
わ
れ
る
場
所
に
信
号
機
を
つ
け
る
な

ど
、
何
か
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

ほ
か
に
ど
ん
な
対
策
が
あ
る
か
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。後ご

藤と
う 

百も
も

香か

さ
ん（
山
王
小
）

私
が
通
る
通
学
路
に
は
電
灯
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
不
審
者

に
遭
遇
し
た
時
、
周
り
が
田
ん
ぼ
で
逃
げ
た

り
隠
れ
た
り
す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
と
て

も
心
配
で
す
。
も
っ
と
明
る
く
な
る
よ
う
、

電
灯
を
つ
け
る
計
画
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

中な
か

嶋じ
ま 

詩し

織お
り

さ
ん（
山
王
小
）

私
は
校
外
学
習
で
発
掘
現
場
や
壺

の
碑
な
ど
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま

し
た
。
近
く
に
あ
や
め
園
な
ど
も
あ
り
、
自

然
と
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
回
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
多
賀
城
市
の
歴
史
を
も
っ
と

多
く
の
地
域
に
宣
伝
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　議長席は一段高
く、ちょっぴり偉
くなったような気
がしました。子ど
もの目から見た、
住みやすい多賀城
市について話をす
ることができてよ
かったです。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4

第
4
回
多
賀
城
市

議
会

教
え
て
市
長
さ
ん
!

7
月
21
日
開
催

こ

も

ど

多
賀
城
市
議
会
臨
時
会
の

結
果

　
多
賀
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
い
る
こ
ど
も
議
会
。
今
回
は
、
熊く

ま
谷が

い

馨け
い
一い
ち
郎ろ
う
さ
ん（
天
真
小
）が
こ
ど
も
議
長

を
務
め
、
市
内
6
小
学
校
の
6
年
生
18

人
が
こ
ど
も
議
員
と
し
て
質
問
・
提
言

し
ま
し
た
。

こども議会を終えて
ひとこと

■歳入 （単位：千円）
補正前の額 補正額 計

使用料及び
手 数 料 244,897 166 245,063

国庫支出金 2,824,472 236 2,824,708
繰 入 金 645,847 236 646,083
合 計 18,992,337 638 18,992,975

■歳出 （単位：千円）
補正前の額 補正額 計

土 木 費 3,192,691 638 3,193,329
合 計 18,992,337 638 18,992,975

こども議長を務めた
熊谷馨一郎さん
（天真小）
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❖
防
災
訓
練
に
つ
い
て

市
民
1「
6
月
13
日
に
行
わ
れ
た
防
災

訓
練
の
時
に
、
多
賀
城
消
防
署
の
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域

内
に
広
報
装
置
が
な
い
と
本
当
の
災
害

が
起
き
た
時
に
、こ
れ
で
は
困
り
ま
す
」

市
長「
広
報
車
が
回
り
ま
し
た
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

市
民
2「
た
と
え
広
報
装
置
を
備
え
た
と

し
て
も
風
の
向
き
で
聞
こ
え
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
地
域
で
災
害
に
備
え
る
こ
と
で

す
。
鶴
ケ
谷
で
は
、地
区
独
自
の
防
災
無

線
を
活
用
し
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
」

市
長「
行
政
で
も
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
時
に
、
自
助
と
共
助
の
大
切
さ
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
か
ら
隣
近
所
と

仲
良
く
し
て
、
良
い
関
係
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

●
そ
の
ほ
か
の
話
題

・
一
方
通
行
の
表
示
に
つ
い
て

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

・
小
学
校
の
プ
ー
ル
当
番
に
つ
い
て

・
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て�

ほ
か

❖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

市
民「
多
賀
城
に
は
砂
押
川
の
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
な
ど
、
ス
テ
キ

な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」

市
長「
そ
う
で
す
か
。
長
年
そ
う
い
う

活
動
を
し
て
い
る
方
は
、
市
か
ら
表
彰

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
名
前
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」

市
民「
最
近
は
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る

時
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て

掃
除
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
方
も
見

か
け
ま
す
。
マ
ナ
ー
が
向
上
し
て
い
ま

す
ね
」

●
そ
の
ほ
か
の
話
題

・
高
齢
者
の
集
ま
り
ど
こ
ろ
に
つ
い
て

・
防
犯
街
路
灯
に
つ
い
て

・�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
解
体
に
つ
い

て
・
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て

�

ほ
か

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

内
線
2
5
5

❖
山
王
地
区
公
民
館
本
館
の
改
修
工
事

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
山
王
地
区
公

民
館
の
本
館
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
改
修
期
間
中
は
、
一
部
、
部
屋

の
使
用
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
山
王
地
区
公

民
館
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

改
修
期
間
／
10
月
中
旬
〜
平
成
23
年
3

月
こ
ろ

問
／
山
王
地
区
公
民
館

☎
3
6
8
・
6
1
9
2

❖
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
整
備
工
事

 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
駐

車
場
の
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
上
水
道
部
、
下
水
道
部
、
地
域

職
業
相
談
室
、
史
遊
館
を
ご
利
用
の
方

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
／
8
月
7
日
㈯
〜
14
日
㈯

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
1
、
2
5
2

8月は道路ふれあい月間です
　誰もが安全に通行できる道路は、私た
ちみんなの大切な財産です。道路は、通
勤・通学をはじめ仕事や買い物、散歩な
どさまざまな人に利用されているだけで
なく、災害時には避難路、緊急輸送路に
なり、また生活に欠かせない電気、ガス、
上・下水道管などが埋設されてます。車
椅子やベビーカーなどが安全に通行で
き、お年寄りが安心して歩ける、そんな
道路環境を私たちみんなで作りましょ
う。本市では関係機関と協力して、道路
パトロールなどを実施していますが、道
路照明灯が消えている・道路が陥没して
いるなど、市道を歩いてみて何かお気付
きのことがありまし
たら、ご連絡をお願
いいたします。
問／道路公園課維持
係　内線434・435

　
す
べ
て
の
人
が
、
性
別
や
国
籍
に
よ

る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
職
場
や

家
庭
に
お
い
て
参
加
の
機
会
が
保
障
さ

れ
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
人
が

男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
を
理
解
し
、

共
有
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
考
え

方
を
理
解
し
、
家
庭
や
職
場
・
地
域
に

お
い
て
、
伝
え
広
め
る
方
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
男
女
共
同
参

画
推
進
リ
ー
ダ
ー
』養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
・
地
域
に
お
い
て
周
囲
の

人
た
ち
と
問
題
を
共
有
し
、
話
し
合
え

る
職
場
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
増
や
し

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方

定
員
／
15
人
程
度（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

申
込
・
問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

市
民
活
動
推
進
係　
内
線
2
5
2

　
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
で
、
資
料
や
図
面
を
囲
み
な
が

ら
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
交
換
を
行
っ

て
い
る「
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
愛
称
：
こ
み
プ
ロ
）」。
地
域
の
今
を

見
つ
め
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の

場
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
話
し
合
い
を

糸
口
と
し
た
活
動
が
現
在
進
行
中
で
す
。

　
最
近
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域
力
、

自
治
力
、
市
民
力
な
ど
と
い
う
言
葉
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
ら
の
手

で
地
域
を
経
営
す
る
チ
カ
ラ
を
表
し
て

い
ま
す
。
少
子
化
・
高
齢
化
・
子
育
て
・

防
災
・
環
境
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
生
活
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
み
プ
ロ
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
楽
し
く
地
域
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
話
し
合
い
の

手
法
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
問
題
や
課

題
の
解
決
方
法
を
探
る
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

開
催
日
時
・
会
場

東
部
地
区
／
8
月
26
日
㈭

午
後
7
時
か
ら　
総
合
体
育
館

中
央
地
区
／
8
月
5
日
㈭

午
後
6
時
30
分
か
ら
／
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

＊
7
月
31
日
か
ら
8
月
5
日
に
変
更
し

ま
し
た
。

西
部
地
区
／
8
月
11
日
㈬

午
後
6
時
30
分
か
ら　
山
王
地
区
公
民
館

大
代
地
区
／ 

8
月
31
日
㈫

午
後
6
時
30
分
か
ら　
大
代
地
区
公
民
館

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係　
内
線
２
５
１
、
２
５
２

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
市
民
活
動
や
地

域
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
の
活
動

を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
普
段
取
り
組
ん
で
い
る
各

種
活
動
や
学
習
の
成
果
を
地
域
や
日
常

の
生
活
の
中
で
発
揮
す
る
こ
と
で
、
く

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
う
し

た
市
民
の
皆
さ
ん
の
発
意
に
よ
る
公
益

的
な
活
動
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
団
体
や
、
よ
り
良
い
く
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
る
団
体
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
交
付
団
体
は
、
団
体
に
よ
る
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
決
定

し
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体

平
成
22
年
度
助
成
事
業
対
象
期
間
／

9
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日

助
成
額
／
上
限
10
万
円

申
込
期
限
／
8
月
16
日
㈪

申
込
・
問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

市
民
活
動
推
進
係

内
線
2
5
1
、
2
5
2

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

子育て中
の方

学校
PTA
関係者

生涯学習
スポーツ
団体市役所

行政機関

市民活動
団体

地元企業の
みなさん

働く
みなさん

町内会
役員

こみプロ
つながる
広げる

地域づくりの輪

こみプロでは…
1 �世代や性別、所属など

に関係なく、地域につ
いて話し合える場と雰
囲気があります。

2 �知恵とアイディアを持
ち寄り、地域の中で地
域の困りごと解決に向
け取り組んでいます。

3 �地域を構成するさまざま
な人々や組織が連携しな
がら活動を行っています。

市
民
と
の
懇
談
会
の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

�

6
月
25
日
㈮
鶴
ケ
谷
集
会
所

�

参
加
者
56
人

～
市
長
と
話
そ
う
～

気
軽
に
ち
ょ
っ
と
茶
っ
と

�

6
月
29
日
㈫
多
賀
城
市
役
所

�

参
加
者
8
人

各
種
工
事
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集

男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

こ
み
ゅ
に
て
ぃ
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
年
目
の
挑
戦

つ
な
が
る
・
広
げ
る
・
地
域
づ
く
り

平
成
22
年
度
多
賀
城
市

市
民
活
動
団
体
助
成
事
業

スポンサー名 住所 電話番号
ワタナベ工房 多賀城市八幡二丁目8－21 022－364－0732
若林電気工事　株式会社 多賀城市笠神三丁目12－27 022－362－8708
株式会社　佐藤産業 多賀城市新田字南安楽寺73 022－368－1940
株式会社　NIPPO 多賀城 多賀城市栄二丁目217－6 022－782－0977
有限会社　加藤鉄工所 多賀城市町前二丁目4－25 022－364－4551
有限会社　長尾設備 多賀城市浮島字高原121－2 022－368－8881
株式会社　橋浦電設 多賀城市市川字館前6－2 022－368－3470
株式会社　協栄興産 仙台市青葉区昭和町1－54 022－234－8625
東北アメニティ施設　株式会社 仙台市宮城野区鉄砲町182 022－292－2401
株式会社　共和電業 仙台市宮城野区中野字高柳1 022－259－6771
菅野造園　株式会社 仙台市宮城野区平成一丁目24－18 022－239－5782
株式会社　サクライ 多賀城市高崎三丁目10－2 022－368－9202
株式会社　東広園 多賀城市留ケ谷三丁目23－30 022－365－5605
有限会社　柳原造園 多賀城市新田字北関合27 022－368－2281
株式会社　森山造園 塩竈市向ケ丘25－11 022－362－7691
有限会社　貴田技建 多賀城市城南一丁目15－36 022－368－2335
多賀城すずき造園 多賀城市高橋二丁目5－31 022－368－5794
宮城県森林組合連合会 仙台市青葉区上杉二丁目4－46 022－225－5991
小泉商事　株式会社 大崎市古川飯川字十文字33 0229－26－4261
株式会社　レンタルのニッケン 仙台市宮城野区扇町一丁目9－3 022－388－7801
問／道路公園課維持係　内線434・435

駅前樽鉢「ポエムシティフラワーポット」スポンサー紹介
多賀城駅前と国府多賀城駅前の樽鉢プランターの花苗代
などを提供していただいたスポンサーを紹介いたします。

回 日　程 内　容 講　師

1 8月24日 『開講式』
概要説明

NPO法人
イコールネット仙台
宗片　恵美子氏

2 8月28日

みやぎパートナーズデー
『男女共同参画フォーラ
ム2010inいしのまき』に
参加
会場：石巻文化センター

（移動研修）

基調講演
『女性の品格、社会の品格』
坂東　眞理子氏
パネルディスカッション

『地域で、仕事で、家庭
で輝くために』

3

〜

6
9〜10月

1.『概論理解』
男女共同参画の意義と理
念理解

2.『プレゼンテーション
講座』
自分の言葉で相手に分か
りやすく伝えるための話
し方や表現力

NPO法人
イコールネット仙台
宗片　恵美子氏

㈱ユー企画代表取締役
大塚　真実氏

7 10月中 『閉講式』
NPO法人
イコールネット仙台
宗片　恵美子氏

※会場は、2回目以外はすべて多賀城市市民活動サポートセンター
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❖
団
体
の
部（
6
月
5
日・6
日・8
日
）

野
球
／
秀
光

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
高
崎

サ
ッ
カ
ー
／
高
崎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／（
男
子
）高
崎
、（
女

子
）高
崎

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／（
男
子
）高
崎
、（
女

子
）高
崎

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／（
男
子
）高
崎
、

（
女
子
）第
二

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／（
男
子
）多
賀
城
、（
女

子
）第
二

卓
球
／（
男
子
）多
賀
城
、（
女
子
）多
賀

城柔
道
／
多
賀
城

剣
道
／（
男
子
）多
賀
城
、（
女
子
）秀
光

弓
道
／（
男
子
）多
賀
城
Ｃ
、（
女
子
）東

豊
Ｃ

新
体
操
／
高
崎
Ａ

❖
個
人
の
部（
6
月
5
日・6
日・8
日
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／（
男
子
）荒
生
司
早
・

神
崎
修
平（
高
崎
）、（
女
子
）吉
田
美
穂・

阿
部
愛（
多
賀
城
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
シ
ン
グ
ル
ス（
男
子
）

安
齊
将
之（
第
二
）、（
女
子
）櫻
井
沙
来

（
第
二
）／
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
）石
川
峻

己
・
渡
邊
健
太（
多
賀
城
）、（
女
子
）遠

藤
有
紀
・
菅
原
葉
朱
紀（
第
二
）

卓
球
／（
男
子
）石
森
裕
貴（
多
賀
城
）、

（
女
子
）平
山
亜
依（
高
崎
）

柔
道
／
50
㎏
級
・
浜
畑
翔（
第
二
）、
55

㎏
級・齋
藤
駆（
第
二
）、
66
㎏
級・佐
々

木
将
吾（
多
賀
城
）、
73
㎏
級
・
瀬
戸
亮

太（
多
賀
城
）、
81
㎏
級・板
橋
宙
夢（
多

賀
城
）、
90
㎏
級・伊
藤
正
哉（
多
賀
城
）

剣
道
／（
男
子
）千
田
海（
秀
光
）、（
女

子
）渡
会
結
有（
秀
光
）

弓
道
／（
男
子
）渡
辺
翼（
多
賀
城
）、（
女

子
）庄
子
稚
捺（
東
豊
）

新
体
操
／（
女
子
）渡
邊
可
南
子（
高
崎
）

器
械
体
操
／（
女
子
）石
井
初
実（
高
崎
）

❖
陸
上
競
技
大
会（
6
月
17
日
）

1
0
0
ｍ
1
年
／（
男
子
）遠
藤
桂（
第

二
）、（
女
子
）鈴
木
梨
菜（
第
二
）2
年

／（
男
子
）増
井
大
悟（
第
二
）、（
女
子
）

吉
田
都
可
沙（
第
二
）3
年
／（
男
子
）阿

部
圭
佑（
多
賀
城
）、（
女
子
）須
藤
小
晴

（
東
豊
）

2
0
0
ｍ
／（
男
子
）上
村
拓
磨（
高

崎
）、（
女
子
）安
住
綾
夏（
東
豊
）

4
0
0
ｍ
／（
男
子
）津
田
晃
希（
高
崎
）

8
0
0
ｍ
／（
男
子
）竹
内
健
人（
多
賀

城
）、（
女
子
）佐
藤
澪（
多
賀
城
）

1
、
5
0
0
ｍ
1
年
／（
男
子
）蜂
谷

恭
佑（
東
豊
）、（
女
子
）堺
実
梨（
高
崎
）

2
・
3
年
／（
男
子
）佐
々
木
啓（
高 

崎
）、（
女
子
）尾
形
朋
美（
多
賀
城
） 

3
、
0
0
0
ｍ
／（
男
子
）郷
右
近
辰

也（
多
賀
城
）

1
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
／（
女
子
）吉
田

佳
織（
第
二
）

1
1
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
／（
男
子
）尾
崎

和
弥（
高
崎
）

走
り
幅
跳
び
／（
男
子
）伊
藤
龍
司（
高

崎
）、（
女
子
）加
藤
里
菜（
多
賀
城
）

走
り
高
跳
び
／（
男
子
）千
葉
将
吾（
東

豊
）、（
女
子
）伊
里
山
綾
乃（
東
豊
）

砲
丸
投
げ
／（
男
子
）伊
藤
将
輝（
高

崎
）、（
女
子
）渡
辺
真
奈
美（
東
豊
）

四
種
競
技
／（
男
子
）長
田
駿
介（
高

崎
）、（
女
子
）星
祥（
東
豊
）

4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
低
学
年
／（
男
子
）

第
二
、（
女
子
）第
二

4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
／（
男
子
）高
崎
、（
女

子
）高
崎

男
子
総
合
／
多
賀
城

女
子
総
合
／
第
二

男
女
総
合
／
多
賀
城

❖
水
泳
競
技
大
会（
6
月
25
日
）

50
ｍ
自
由
形
／（
男
子
）鈴
木
怜
和（
東

豊
）、（
女
子
）菊
地
祐
貴（
高
崎
）

1
0
0
ｍ
自
由
形
／（
男
子
）佐
竹
崚

（
多
賀
城
）、（
女
子
）菊
地
祐
貴（
高
崎
）

2
0
0
ｍ
自
由
形
／（
女
子
）鈴
木
実

咲（
高
崎
）

4
0
0
ｍ
自
由
形
／（
女
子
）鎌
田
茉

佑（
多
賀
城
）

8
0
0
ｍ
自
由
形
／（
女
子
）加
藤
由

佳（
多
賀
城
）

1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
／（
男
子
）佐
々
木

達
也（
東
豊
）、（
女
子
）児
玉
千
野
子（
多

賀
城
）

2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
／（
男
子
）佐
々
木

達
也（
東
豊
）、（
女
子
）児
玉
千
野
子（
多

賀
城
）

1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
／（
男
子
）小
野
寺

太
晴（
第
二
）、（
女
子
）大
宮
未
咲（
多

賀
城
）

2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
／（
女
子
）大
宮
未

咲（
多
賀
城
）

1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
／（
男
子
）鈴

木
怜
和（
東
豊
）、（
女
子
）林
恵
美（
多

賀
城
）

2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
／（
女
子
）林

恵
美（
多
賀
城
）

2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
／（
男
子
）

岩
松
大
貴（
東
豊
）、（
女
子
）村
井
郁
美

（
高
崎
）

4
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
／（
男
子
）

岩
松
大
貴（
東
豊
）、（
女
子
）加
藤
由
佳

（
多
賀
城
）

4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
／（
男
子
）

東
豊
、（
女
子
）多
賀
城

4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
／（
男
子
）東
豊
、（
女

子
）多
賀
城

男
子
総
合
／
東
豊

女
子
総
合
／
多
賀
城

男
女
総
合
／
多
賀
城

出
演
者

ド
ッ
キ
ー　
か
わ
ら
ど
ん　

 

相
談
員

　
あ
る
日
、
ド
ッ
キ
ー
あ
て
に
、
注
文

し
た
覚
え
の
な
い
商
品
が
自
宅
に
届

き
ま
し
た
。不
審
に
思
っ
た
ド
ッ
キ
ー

は
か
わ
ら
ど
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。

「
こ
の
前
、
注
文
し
た
覚
え
も

な
い
の
に
、
高
そ
う
な
本
が
送

ら
れ
て
き
た
ん
だ
。
ど
う
し
よ
う
？
」

「
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
ん
だ

ね
。家
族
に
も
聞
い
て
み
た
？
」

「
聞
い
た
け
ど
、
誰
も
頼
ん
で

な
い
ん
だ
よ
」

「
そ
れ
は
ね
、
商
品
を
一
方
的

に
送
り
付
け
る【
送
り
付
け
商

法
】だ
よ
。
受
け
取
っ
た
以
上
、
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勘
違
い
さ
せ

て
、
支
払
わ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
悪
質

商
法
な
ん
だ
。
た
だ
、
頼
ん
で
な
け
れ

ば
お
金
を
支
払
う
必
要
も
な
い
よ
」

❖
届
い
た
商
品
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

「
え
っ
！
じ
ゃ
、
お
金
を
支
払

わ
な
い
で
も
ら
っ
ち
ゃ
っ
て
い

い
の
？
」「そ

う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
送

ら
れ
て
き
た
商
品
の
所
有
権
は

送
っ
た
相
手
に
あ
る
の
で
、
勝
手
に
処

分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
。
着
払

い
で
返
品
す
る
か
、
そ
の
ま
ま
手
を
つ

け
な
い
で
お
く
ん
だ
よ
。
14
日
間
が
過

ぎ
れ
ば
自
由
に
処
分
で
き
る
よ
う
に
な

る
ん
だ
。
万
一
、
業
者
が
返
還
を
求
め

て
き
た
場
合
は
、
着
払
い
で
返
送
す
れ

ば
い
い
ん
だ
よ
」

「
そ
う
な
ん
だ
…
で
も
14
日
は

長
い
な
ぁ
」

◇
◆
そ
の
ほ
か
に
も
◆
◇

業
者
に
対
し
、
商
品
の
引
き
取

り
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
請
求
し
た
日
を
初
日
と

し
て
7
日
以
内
に
業
者
が
商
品
を
引
き

取
ら
な
い
場
合
は
、
自
由
に
処
分
が
で

き
ま
す
。
請
求
の
連
絡
は
、
証
拠
と
し

て
残
る
よ
う
に
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
コ

ピ
ー
を
取
っ
て
か
ら
簡
易
書
留
な
ど
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

❖
商
品
を
受
け
取
る
前
な
ら
受
取
拒
否

「
頼
ん
だ
覚
え
が
な
け
れ
ば【
受

取
拒
否
】を
す
る
方
法
も
あ
る

よ
。
た
だ
し
、商
品
を
開
け
ち
ゃ
う
と
、

そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
気
を
つ
け

て
ね
」「

で
も
、
家
族
の
誰
か
が
頼
ん

で
い
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
確

認
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
ね
。
す
ぐ

に
確
認
で
き
な
い
と
焦
っ
ち
ゃ
う
よ
」

「
そ
う
い
う
時
は
、
配
達
の
人

に
事
情
を
話
し
て
少
し
待
っ
て

も
ら
う
こ
と
だ
よ
」

❖
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

「
今
回
は
お
金
を
支
払
っ
て
な

い
け
ど
、
代
金
と
引
換
え
っ
て

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
ね
。
お
金
を

支
払
っ
た
後
、
家
族
の
誰
も
頼
ん
で
い

な
か
っ
た
ら
、
そ
の
お
金
返
し
て
も
ら

え
る
よ
ね
？
」

「
そ
れ
が
ね
、
一
度
お
金
を
支

払
っ
て
し
ま
う
と
取
引
成
立
と

見
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
返
金
は
難

し
く
な
る
ん
だ
よ
。
業
者
に
連
絡
し
て

も
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
連
絡
が

取
れ
て
も
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ
な
い

こ
と
が
多
い
ん
だ
。
特
に
代
金
引
換
郵

便
で
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
要
注
意

だ
よ
」◇

◆
代
金
引
換
郵
便
◆
◇

代
金
を
支
払
う
と
購
入
の
意
思

が
あ
る
と
み
な
さ
れ
契
約
が
成

立
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
、
い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

❖
お
か
し
な
電
話
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
送
り
付
け
商
法
で
は
ほ
か
に

ど
ん
な
も
の
が
送
ら
れ
て
く
る

の
か
な
ぁ
」

「
写
真
集
、
名
簿
、
化
粧
品
、

健
康
食
品
、
学
習
教
材
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
よ
。
最
近
は『
カ
ニ
』も
送

ら
れ
て
き
て
い
る
ね
。
電
話
で『
カ
ニ

が
好
き
か
』と
聞
か
れ『
ハ
イ
』と
答
え

た
だ
け
な
の
に
、
数
日
後
に
宅
配
便
で

『
カ
ニ
』が
送
ら
れ
て
き
た
そ
う
だ
よ
」

「
へ
え
ー
。
食
べ
た
く
な
る
け

ど
食
べ
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ

ね
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
今
回
の
よ

う
に
あ
い
ま
い
な
や
り
取
り
を

口
実
に
勝
手
に
商
品
を
送
り
付
け
て
く

る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
受
け
取
る
こ
と

も
お
金
を
支
払
う
こ
と
も
な
い
か
ら

ね
」

「
そ
う
な
ん
だ
。
電
話
で
勧
誘

さ
れ
て
も
必
要
が
な
け
れ
ば
、

は
っ
き
り『
要
り
ま
せ
ん
』っ
て
断
る

よ
」

◇
◆
送
り
付
け
商
法
◆
◇

送
り
付
け
商
法
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
、
押
し
つ
け

販
売
と
も
い
い
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
場

合
、
受
け
取
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
チ
ラ
シ
に「
購
入
し
な
い
方

は
、7
日
以
内
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

返
送
さ
れ
な
い
場
合
に
は
購
入
し
た
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」な
ど
の
記
載
が
あ
っ
て
も
、
期
限

内
に
返
品
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
購

入
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
市
民
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
相
談
窓
口

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
相
談
室（
生
活
環
境
課
総
務

企
画
係
）

内
線
2
3
7
～
2
3
9

花
火
は
楽
し
く
安
全
に

　
夏
の
風
物
詩「
花
火
」。
い
よ
い
よ
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
、
や
け
ど

な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
、
楽

し
い
夏
の
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
で
安
全
に
遊
ぶ
ポ
イ
ン
ト

①
風
の
強
い
日
は
、
花
火
遊
び
を
や
め

ま
し
ょ
う
。

②
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、

広
く
て
安
全
な
場
所

で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
と
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

④
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事
項
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
し
、
遊
び
終

わ
っ
た
花
火
は
、
必
ず
水
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
1
、
2
7
4

多
賀
城
消
防
署
☎
3
6
6
・
0
1
7
7

第
15
回
多
賀
城
市
中
学
校

�

総
合
体
育
大
会
の
結
果

�
❖
各
競
技
・
種
目
の
1
位
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
勝
手
に
送
ら
れ
て
き
た
！

�

送
り
付
け
商
法
に
ご
注
意
あ
れ
！
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今
年
で
13
回
を
迎
え
る
史
都
多
賀
城

万
葉
ま
つ
り
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
、
そ
し
て
、
観
光
に
訪
れ
る
秋

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
、
た

く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
結
集

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
み
な
ぎ
る
活
気

に
包
ま
れ
た
い
に
し
え
の
叙
情
を
お
届

け
し
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
万
葉
衣
装
行
列
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
万
葉
の
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
手
作

り
の
衣
装
を
着
て
お
ど
り
を
披
露
す
る

出
場
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

内
容
・
テ
ー
マ
／
万
葉
の
時
代
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
手
作
り
の
衣
装
と
お
ど
り

で
、
万
葉
の
時
代
を
表
現
。
入
賞
者
に

は
豪
華
な
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

＊
手
作
り
の
山だ

車し

も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
条
件
／
①
万
葉
の
時
代
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
衣
装
を
用
意
す
る
こ
と
。②「
万

葉
テ
ー
マ
曲
」、「
万
葉
お
ど
り
」の
い

ず
れ
か
の
曲
を
選
択
し
、
万
葉
の
時
代

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
ど
り
を
創
作
す
る

こ
と
。
お
ど
り
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
。

＊
個
人
で
も
市
外
の
方
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

申
込
／
9
月
10
日
㈮
ま
で
、
生
涯
学
習

課
へ
直
接（
申
込
時
に
曲
の
音
源
を
配

布
し
ま
す
）

問
／
史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り

実
行
委
員
会
総
務
部
会

☎
0
9
0
・
1
3
7
8
・
3
6
0
8

生
涯
学
習
課　
内
線
5
4
1
、
5
4
2

■
東
北
学
院
大
学
と
の
連
携
事
業
公
開

講
座「
身
の
ま
わ
り
の
環
境
と
防
災
」

日
時
／
9
月
15
日
㈬
～
10
月
13
日
㈬
毎

週
水
曜
日
午
後
6
時
～
7
時
30
分

テ
ー
マ
／「
水
に
関
わ
る
環
境
と
防
災
」

①
9
月
15
日
㈬「
仙
台
湾
海
底
遺
跡
の

発
見
と
仙
台
平
野
を
襲
う
巨
大
津
波
に

つ
い
て
」

②
9
月
22
日
㈬「
水
道
に
お
け
る
耐
震

対
策
」

③
9
月
29
日
㈬「
生
息
微
生
物
と
そ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
見
た
広
瀬
川
」

④
10
月
6
日
㈬「
地
球
温
暖
化
と
地
域

の
水
災
害
」

⑤
10
月
13
日
㈬「
水
の
衛
生
と
国
際
保

健
」

会
場
／
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
1
号
館
3
階
第
2
会
議
室

対
象
／
高
校
生
以
上
で
継
続
し
て
参
加

で
き
る
方
50
人（
先
着
順
。
応
募
結
果

は
9
月
3
日
㈮
ま
で
に
通
知
）

費
用
／
無
料

申
込
・
問
／
8
月
28
日
㈯
ま
で
、「
公

開
講
座
受
講
希
望
」と
明
記
し
、
①
住

所
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
年
齢
④
職
業

⑤
電
話
番
号（
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、

返
信
用
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
）を
記
入
の
上
、
東
北
学
院
大
学

多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
防
災
工
学
研

究
所（
〒
9
8
5
・
8
5
3
7
多
賀
城
市

中
央
一
丁
目
13
番
1
号
）へ
往
復
ハ
ガ

キ
、
フ
ァ
ク
ス（
3
6
8
・
1
3
5
2
）

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（kb-kokai@

eng.
tohoku-gakuin.ac.jp

）で

☎
3
6
8
・
1
3
3
7

　
俳
誌『
未
来
図
』主
宰
の
鍵か

ぎ
和わ

田だ

秞ゆ
う
子こ

先
生
を
講
師・特
別
選
者
に
お
迎
え
し
、

県
内
か
ら
は
実
行
委
員
長
を
務
め
る
高

野
ム
ツ
オ
先
生
を
は
じ
め
柏
原
眠み

ん
雨う

先
生
、
菅
原
鬨と

き
也や

先
生
、
鈴
木
八や

洲す

彦ひ
こ
先
生
を
選
者
に
お
迎
え
し
て
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
投
句
く
だ
さ
い
。

❖
一
般
の
部

題
／
当
季
雑
詠（
未
発
表
作
品
1
組
3

句
）何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
用
紙
ま
た
は
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
に
作
品
、
氏
名
、
住
所
、
俳
号
、

所
属
結
社
、
電
話
番
号
、
大
会
参
加
の

有
無
を
楷
書
で
記
入
し
、
投
句
料
1
組

1
0
0
0
円（
無
記
名
の
定
額
小
為
替

を
同
封
）を
同
封
し
て
郵
送
ま
た
は
申

し
込
み
先
へ
直
接
。

❖
小
・
中
学
生
の
部

　

未
発
表
作
品（
未
発
表
作
品
と
は
学

校
内
で
発
表
し
た
も
の
も
含
み
ま
す
）

1
人
3
句
ま
で
。

　

応
募
用
紙
ま
た
は
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
に
作
品
、
氏
名
、
住
所
、
学
校

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は

直
接
申
込
先
へ
。
投
句
は
無
料
で
す
。

締
切
／
一
般
の
部
は
9
月
10
日
㈮
、小・

中
学
生
の
部
は
9
月
21
日
㈫
当
日
消
印

有
効

申
込
先
／
多
賀
城
市
観
光
協
会「
壺
の

碑
」全
国
俳
句
大
会
係（
〒
9
8
5
─

8
5
3
1
多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
1

―
1
）

賞
／
特
別
選
者
賞
は
多
賀
城
市
観
光
協

会
長
賞
ほ
か
。
選
者
賞
は
選
者
の
色
紙

な
ど
。

投
句
集
／
第
17
回
投
句
集「
壺
の
碑
」を

5
0
0
円
で
頒
布
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
投
句
の
際
に
頒
布
料（
無
記
名

の
定
額
小
為
替
）を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
10
月
17
日
の
大
会
参
加

者
に
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
多
賀
城
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tagakan.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
／
商
工
観
光
課
観
光
係

内
線
4
7
2

■万葉行列のタイムスケジュール（予定）
13：45 万葉行列オープニング
14：00 スタート

　行列の構成　第1部　官人たちの紹介
　　　　　　　第2部　コンテスト参加者

14：10 ホーマック城南店・ヤマザワ多賀城店前
14：30 東北歴史博物館入口

パフォーマンス広場にてコンテスト（第2部
参加者）

14：40 東北歴史博物館特設ステージ
第2部参加者によるステージでの演技発表
コンテストの順位発表

15：10 終了

★「発掘された日本列島2010」展遺跡紹介②
幕末の蒸気船ドック

多賀城市埋蔵文化財調査センター
（9月14日～10月11日）

　佐賀県にある三
み
重
え
津
つ
海軍所跡は、佐賀藩が設けた海軍伝習所が整備・拡充されて完成した

施設です。西洋式蒸気船の入港拠点として修理・製造などが行われ、日本で最初の実用蒸気
船とされる「凌

りょう
風
ふう
丸
まる
」を完成させたともいわれています。現在、世界遺産登録に向けた発掘調

査が進められており、海軍所または艦
かん
載
さい
機
き
用として特注した焼き物が多数出土しています。

「海」や「船」の文字のほかに、波を超えて飛
ひ
翔
しょう
する蝶がデザインされたもの（灘

なだ
越
ごし
蝶
ちょう
文
もん
）が多く

認められるなど、佐賀藩が幕末の動乱期に海軍所にかけた思いが伝わってきます。

関連イベント「東北からみた邪馬台国」邪馬台国は九州？畿内？
日時／9月26日㈰午後1時～4時30分　会場／多賀城市文化センター小ホール
入場／無料（入場には事前に申し込みが必要です）
講演にあたって／卑

ひ
弥
み
呼
こ
の宮殿跡かと報じられた奈良県纒

まき
向
むく
遺跡や、魏

ぎ
志
し
倭
わ
人
じん
伝
でん
に登場する伊

い
都
と
国・奴

な
国の領域

と考えられる福岡県須
す
玖
ぐ
遺跡や三

み
雲
くも
・井

い
原
わら
遺跡などの調査により、邪馬台国論争が再燃しています。

9月号で、講演内容や邪馬台国の時代を紹介します！！
申込方法／9月12日㈰までに往復ハガキの返信用に住所、氏名を記載し、往信用裏面に、住所、氏名（フリガナ）、
年齢、電話番号、このイベントを何で知ったのかを記入の上、多賀城市埋蔵文化財調査センターあて申込ください。
（〒985-0873  多賀城市中央二丁目27-1）。当日消印有効。

★「多賀城・大宰府と古代の都」展示紹介②　
あおによし　平城京

東北歴史博物館
（9月4日～10月24日）

　「長屋王家木簡」は、長屋王の邸宅から発見された木簡で、平城京
に暮らす最上級の貴族の豪華な暮らしぶりがわかります。この木簡
に書かれた文字から、鮑

あわび
や牛乳などの一般庶民が口にすることが難

しい食材が、あちこちから運び込まれたことがわかります。「正倉院
宝物復元模造品」は、正倉院宝物実物ではありませんが、それらがつ
くられた当時の様子を、一流の工芸家たちが推定復元したものです。
平城京の時代の優れた文化の一端を垣間見ることができます。
問／埋蔵文化財調査センター　☎368-0134、東北歴史博物館　☎368-0101

　市内の木造住宅や、避難弱者世帯（65歳以上の者のみが居住する住宅および障害者などが居住する住宅）の
木造住宅で、耐震改修工事などを実施する場合に、工事費用の一部を補助します。
対象／多賀城市木造住宅耐震診断等支援事業および多賀城市耐震改修計画等支援事業による耐震精密診断の総
合評点が1.0未満の住宅で、耐震改修工事施行後の総合評点が1.0以上となる住宅、または、総合評点が0.7
未満で宮城版住宅に建て替えする住宅。
〈避難弱者木造住宅耐震改修工事補助金〉
補助金額／45万円以内（補助対象工事費限度額90万円の2分の1以内）
募集件数／5件（抽選により決定します）
〈木造住宅耐震改修工事費補助金〉
補助金額／30万円以内（補助対象工事費限度額90万円の3分の1以内）
募集件数／3件（抽選により決定します）
申込／8月2日㈪～13日㈮（土曜・日曜を除く）に指定の申請書に記入し、都市計画課都市計画係へ。当初の申
込みは申請書1枚のみですが、抽選により決定した方は、下記の書類を提出していただきます。
提出書類／①市事業による耐震診断結果報告書の写し②耐震改修計画書の写し③耐震改修設計図書の写し④耐
震改修工事にかかる見積書⑤市町村民税を滞納していないことを証する書類（同居家族全員分）⑥避難弱者であ
ることを証する書類など（⑥については、避難弱者木造住宅のみ）
抽選日時・場所／8月20日㈮午後2時市役所4階建設部相談室
問／都市計画課都市計画係　内線425

避難弱者木造住宅耐震改修工事補助金利用者
木 造 住 宅 耐 震 改 修 工 事 費 補 助 金 利 用 者 募集

10
月
10
日
㈰
は
、史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り
！

�

み
ん
な
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第
17
回「
壺
の
碑
」全
国
俳
句
大
会
投
句
募
集

�

「
壺
の
碑
」に
対
す
る
芭
蕉
の
感
動
に
思
い
を
馳
せ
て
開
催
し
ま
す

　

自
分
で
作
っ
た　

衣
装
を
着
て
、

自
分
で
創
っ
た　

お
ど
り
を
踊
る

　
　

雅
な
万
葉
の
時
代
を

あ
な
た
の
手
で　

再
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多賀城跡調査50周年記念特別展紹介

灘越蝶文

正倉院宝物復元模造品　黒柿紫壇金
銀山水絵箱（奈良女子大学古代学学術
研究センター蔵）

長屋王家木簡
（奈良文化財研
究所蔵）
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

　

毎
年
夏
に
な
る
と
、
熱
中
症
が
大
き
な
問
題

に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
過
去
10

年
間（
1
9
9
9
～
2
0
0
8
年
）の
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
者
は
大
人
を
含
め
1
9
3
人
で
、

毎
年
20
人
前
後
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
は
体
温
調
整
機
能
や
汗
腺
が

十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
予
防
と
早
期
の
対
応
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
予
防
し
て
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
と
は

　

高
温
下
や
直
射
日
光
下
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ

る
と
、
体
温
と
外
気
と
の
温
度
差
が
小
さ
く
な

り
、
皮
膚
か
ら
大
気
へ
熱
が
逃
げ
に
く
く
な
り

ま
す
。
ま
た
湿
度
が
高
く
無
風
状
態
が
続
く

と
、
発
汗
を
阻
害
し
汗
に
よ
る
体
温
調
節
が
で

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
が
冷
や

さ
れ
ず
に
体
温
が
上
が
り
、
高
熱
や
脱
水
症
が

起
こ
り
ま
す
。

　

重
度
の
場
合
に
は
意
識
が
な
く
な
っ
た
り
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〔
対
処
法
〕

　

す
ぐ
に
涼
し
い
と
こ
ろ
に
移
し
て
、
楽
な
姿

勢
で
、
体
を
冷
や
し
て
十
分
な
水
分
を
与
え
ま

し
ょ
う
。
重
度
の
場
合
に
は
病
院
へ
行
き
、
処

置
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〔
予
防
法
〕

①
暑
さ
を
避
け
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　

帽
子
を
か
ぶ
り
、
日
陰
を
選
ん
で
歩
い
た

り
、
日
陰
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
で
は
窓
の
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光

を
避
け
、
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
服
装
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い
場
所
で
も
湿
度
が

高
い
と
き
は
、
汗
で
体
が
お
お
わ
れ
汗
の
蒸
発

に
よ
る
放
熱
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
汗
を
か

い
た
ら
こ
ま
め
に
着
替
え
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
吸
水
性
の
よ
い
も
の
、
吸
汗
・
速
乾

素
材
の
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
ま
し
ょ
う

　

顔
が
赤
く
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
て
い
る
と

き
は
、
深
部
体
温
が
上
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
十
分
な
水
分
補
給
と
休
養
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

●
車
内
に
置
き
去
り
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

夏
場
の
車
内
温
度
は
容
易
に
上
昇
し
、
60
度

近
く
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
少
し
の
時
間
で
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
一
人
を
車
の
中
に
置
き
去
り
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

睡
眠
や
栄
養
を
十

分
に
と
り
、
楽
し
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

問
／
健
康
課
親
子
保

健
係

内
線
1
3
5
、
1
3�

6

父子家庭にも児童扶養手当が支給されます
ひとり親家庭に対する自立を支援するため、8月1日から父子家庭の父にも、児童扶養手当が支給になります。
支給要件
次の要件のいずれかに該当する子どもについて、父がその子どもを監護し、かつ、生計を同じくしている場合。
＊監護…保護者として面倒をみること
①父母が婚姻を解消した子ども
②母が死亡した子ども
③母が一定以上の障害の状態にある子ども
④母の生死が明らかでない子ども
⑤母が1年以上遺棄している子ども
⑥母が1年以上刑務所などに拘禁されている子ども
7月31日までに支給要件に該当している方は、11月30日までに申請し認定を
受ければ、8月分より支給されます。（支給決定にあたり所得制限があります）
問／こども福祉課児童福祉係　内線181～182

子ども手当現況届の提出はお済みですか？
　子ども手当現況届をまだ提出していない方は至急申請してください。
　手続きをしないと子ども手当の受給資格があっても、6月分からの支払が受けられなくなります。
＊平成22年4月から、所得制限で児童手当を受けられなかった方、新たに対象となった中学生のお子さんが
いる方で、まだ子ども手当の認定請求をしていない方は、9月30日までに申請をすれば、4月にさかのぼって
支給されます。
問／こども福祉課児童福祉係　内線181、182

年
長
児
・
中
学
1
年
生
・
高
校

3
年
生
相
当
の
年
齢
の
方
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を
夏

休
み
中
に
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
は
し
か
は
、
感
染
力
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
よ
り
も
強
い
感
染
症
で
、
免
疫
が

な
い
方
が
感
染
し
た
場
合
、
ほ
ぼ
１
０

０
％
発
病
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
方
法
／
2
～
4
期
対
象
者
の
方
へ

は
、
郵
送
で
予
診
票
を
個
別
通
知
し
て

い
ま
す
。
通
知
と
同
封
さ
れ
た
個
別
予

防
接
種
実
施
医
療
機
関
で
無
料
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
対
象
期
間
を
過
ぎ
る
と
1
万
2
千
円

程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
幼
児
期
に
、
は
し
か
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
行
っ
た
お
子
さ
ん
も
、
二
度

目
の
接
種
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

予
診
票
と
同
封
さ
れ
て
い
る
説
明
書
を

よ
く
読
み
、
ご
理
解
の
上
、
早
め
に
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学
、
就
職
、

海
外
旅
行
な
ど
の
際
に
接
種
済
み
か
を

確
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
転
入
や
転
出
な
ど
で
予
診
票
が
お
手

元
に
な
い
方
は
、
お
早
め
に
健
康
課
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
を

み
ん
な
の
力
で
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
！

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

■
多
賀
城
市
民
夏
ま
つ
り

第
21
回「
ザ
・
祭
り
in
多
賀
城
」

日
時
／
8
月
7
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

8
時
30
分（
小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止
）

会
場
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

内
容
／
盆
踊
り
大
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
売
店
、
花

火
大
会

問
／
多
賀
城
市
民
夏
祭
り
実
行
委
員
会

（
多
賀
城
・
七
ケ
浜
商
工
会
内
）

☎
3
6
5
・
7
8
3
0

■
み
な
と
探
検
隊
募
集

　
陸
上
と
船
上
か
ら
、
仙
台
港
を
見
学

し
ま
す
。

日
時
／
8
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
午
前
10

時
～
2
時
間
程
度

ア
ク
セ
ル（
仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）1
階
貿
易
展
示
室

に
午
前
9
時
45
分
集
合

対
象
・
定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
、
両

日
40
人（
申
込
先
着
順
）

費
用
／
無
料

申
込
・
問
／
8
月
12
日
㈭
ま
で
塩
釜
港

湾
・
空
港
整
備
事
務
所
総
務
課
へ

☎
3
6
2
・
6
2
1
1

■
東
北
区
水
産
研
究
所
一
般
公
開

「
水
産
研
究
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」

日
時
／
8
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

2
時
30
分

会
場
／
東
北
区
水
産
研
究
所（
塩
竈
市

新
浜
町
三
丁
目
27
―
5
）

内
容
／
お
魚
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
観
察
、
サ
ケ
幼
魚
の
展
示
な
ど

＊
今
年
は
若
鷹
丸
の
一
般
公
開
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象
／
主
に
小
学
生
高
学
年
以
上
の
方

費
用
／
無
料

問
／
事
前
申
込
不
要
。
東
北
区
水
産
研

究
所
業
務
推
進
課

☎
3
6
5
・
9
9
2
4

■
東
北
方
面
創
隊
50
周
年
東
北
方
面
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
公
演

日
時
／
①
第
1
回
公
演
9
月
24
日
㈮
午

後
6
時
か
ら
②
第
2
回
公
演
9
月
25
日

㈯
午
前
10
時
か
ら
③
第
3
回
公
演
9
月

25
日
㈯
午
後
1
時
か
ら

会
場
／
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

費
用
／
無
料

申
込
方
法
／
8
月
1
日
㈰
～
31
日
㈫
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
の
返
信
用
に
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
、
往
信
用
の
裏
面
に
希

望
公
演
、
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希
望
人
数（
ハ

ガ
キ
1
枚
で
2
名
ま
で
）を
記
入
の
上
、

東
北
方
面
総
監
部
広
報
室「
東
北
方
面

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
係

（
〒
9
8
3
・
8
5
8
0（
住
所
記
載

不
要
））ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
／
東
北
方
面
総
監
部
広
報
室

☎
2
3
1
・
1
1
1
1

内
線
2
6
6
8

大麦を食べよう！～大麦は『食物繊維』が豊富です～
大麦は、優れた健康食品です！
　大麦は、優れた栄養価を持つ食品で、特に食物繊維を多く含んでいます。これは精白米の約19倍で、
食物繊維の宝庫といわれているサツマイモと比較しても5倍も多い含有量となっています。
　さらに、骨や歯を丈夫にするカルシウムが精白米の4倍も含まれ、貧血予防の効果がある鉄分は2
倍も多く含まれています。

豊富な食物繊維の効果
　不溶性食物繊維　便秘の解消
　水溶性食物繊維　便秘の予防（善玉細菌を増やす）
　　　　　　　　　コレステロ－ルの減少
　　　　　　　　　糖尿病・肥満防止（血糖値の上昇抑制）
大麦を使った食品
　麦ご飯（押し麦）・焼酎・ビ－ル・麦みそ・麦茶

おいしい麦ごはんを食べてみよう！
材　料　米　　　2合
　　　　押し麦　50ｇ（洗わなくてよいもの）
炊き方　①�米を研ぎ、炊飯器に入れ、目盛りまで水を入

れる。
　　　　②押し麦と水100ccを加える。
　　　　③30分ぐらいおいてからスイッチを入れる。
　　　　④炊きあがったら、15分蒸らす。
※�押し麦が上に集まっているため、よくかき混ぜてから
いただきます。

� 農政課農政係（内線441～443）　

■食物繊維量（100グラムあたり）
単位：グラム

水 溶 性
食物繊維

不 溶 性
食物繊維

総食物
繊　維

押し麦 6.0 3.6 9.6
米粒麦 6.0 2.7 8.7
精白米 0.0 0.5 0.5
� （5訂・日本食品標準成分表より）
米粒麦…�米粒と同じ形や大きさになるよう加

工した麦

熱中症に気をつけましょう

夏
で
す
！

　
お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か
？

みんなの力で麻しん（はしか）をゼロに！接種率95％を目指して！
麻しん風しん混合予防接種接種率（6月末現在）

問／健康課親子保健係　内線135、136

●�6月末現在の接種率（暫定値）＝2期（小学校入学前の1年間、いわゆる年長児）：30.8％、�
3期（中学校1年生に相当する年齢）：46.2％、4期（高校3年生に相当する年齢）：29.3％

●�麻しん排除に必要とされる接種率＝1期～4期：95.0％
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ま
ち
か
ど
ニ
ュ
ー
ス

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真はご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
地域コミュニティ課広報広聴係　368・1141（内線255）

ささの葉 サ～ラサラ～♪♪
　6月23日、鶴ケ谷児童館で「サラサラ七夕かざり」が開催さ
れ、親子27組が参加しました。
　7月7日の七夕に合わせて飾りを親子で一緒に作りました。
伝統的な七夕飾りにはそれぞれ意味が込められていて、おり
づるの飾りは家族の健康を願うものと意味します。中でも願
い事が叶う短冊作りでは子どもたちの「願い事」を書き、それ
ぞれの笹竹に飾りつけ。「一人でトイレができますように」な
ど思いを込めて願い事を書きました。最後はみんなで「七夕
さま」の歌を歌い、願い事が叶いますようにとお祈りしまし
た。

なりたい自分に変身！
　7月5日、総合体育館でからだ改善トレーニ
ング教室（全21回）の第1回目が開催されまし
た。この日は、現在の自分の身体の状態を知る
ために、体力測定や身体計測でチェック。この
結果を基に参加者それぞれのトレーニングメ
ニューが作られ、実践していくことになります。
講師からは、「今より良くすることが目的です。
どうなりたいかを相談してください。必ずでき
るようになるまで指導します」という心強いお
話しがありました。教室は週2回、3カ月続き
ます。参加者はそれぞれ3カ月後の自分の姿を
思いながら地道なトレーニングを開始しました。

国際交流サロン
　梅雨もあけた7月18日、市民活動サポー
トセンターで、「第1回国際交流サロン」が開
催されました。
　ネパールやタイ、中国や台湾出身の外国籍
市民など8人が参加し、簡単な日本語を学ん
だり、七夕飾りを作りました。
　七夕飾りを作るのは初めての方もいました
が、皆さん、手先が器用で、日本人スタッフ
より上手に仕上がっていました。
　どんな願い事を書きたいですか、と質問し
たところ、「家に帰ってゆっくり考えます。」
とのこと。
　最後に、浴衣の着付け体験コーナーもあり、
ネパールやタイ出身の女性3人が、浴衣の着
付けに初挑戦。
　鏡に映ったいつもと違う自分の姿に照れて
いました。

おいしい多賀城の味をみんなで一緒に
　6月29日、文化センターで“おいしい多賀城の味”に認定され
ている『にらカレー』を作る料理教室が開催され、28人が参加し
ました。『にらカレー』にはその名のとおり、多賀城の特産品で
あるにらを使用し、さっと湯通しして食べる直前にカレーに加
えます。見た目はまるでドライカレーのよう。参加した方々か
らは、「辛くて熱いので夏には最適」などの声が聞かれました。
このにらカレーはレシピを見ただけで作るのは難しいので、作
りたい人はぜひ今後講座に参加してほしいとのこと。
　皆さんも一度おいしい多賀城の味を味わってみてはいかがで
しょうか？
問／生涯学習100年構想実践委員会事務局（阿部）�☎364-8096

� 山崎良
りょう

太
た

くん（城南・3歳）
「準備O.K！ レッツゴー!!」母より

　7月1日、「社会を明るくする運動～犯罪や非
行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～」
の強調月間に合わせ、保護司、更生保護女性会な
どで構成する推進委員会が、JR仙石線多賀城駅
前で、啓発用傷ばんそうこうを配布しました。

砂押川の水質を調査
　6月28日、市と自然塾カワセミクラブの7人が砂押川の水生
生物調査を実施しました。調査では、川底の砂を網ですくったり、
川辺の砂をシャベルで掘り、ふるいにかけたりという方法で、
どんな生物が生息しているのかを調査しました。今回の調査は、
砂押川の水質を生き物の生態から見るもので、シジミの稚貝や
ゴカイ、カレイやハゼの稚魚などたくさんの生物が見つかりま
した。参加者からは、「砂押川の水が意外とキレイだった」「カレ
イの稚魚がたくさんいるとは思わなかった」など驚きの声が上が
りました。なお、7月13日には八幡小学校の4年生（62人）と
調査を実施しました。また、調査結果は、どちらの日も四段階
評価の上から二番目の「ややきれいな水」でした。

さぽせんカフェ大盛況！
　7月11日、市民活動サポートセンターで�
『さぽせんカフェ』が開催され、炊飯器で簡単
にできる米粉パンの実演に約40人が参加し
ました。講師は市内で「食」と「アート」のイベ
ントを家族で企画運営している佐藤真紀子さ
ん。「食への関心が高い方が多く嬉しい。子
育て中の方にも知ってもらいたい」と佐藤さ
ん。参加者は、美味しいコーヒーとパンの試
食をしながら、地産地消の話も聞いたり、
ちょっぴり心が豊かになる時間を過ごしまし
た。

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集します。詳しくは、地域コミュニティ課
広報広聴係へお問い合わせください。

わ
が
家
の
ち
び
っ
子
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友好都市の「旬」の話題をお届けします

天
真
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

活
動
／
毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
9
時
～
午

後
5
時

問
／
井
上
☎
3
6
6
・
8
3
1
8

　熱気あふれる『天童の夏まつり』は天童温泉街を会
場に花笠おどりパレードやマーチング、ダンスド
リームに将棋みこし、花駒おどりなど、盛りだくさ
んです。踊って楽しく、見て感動の2日間。
　天童夏まつりをお楽しみください。

日時／①8月8日㈰午後1時10分から
　　　�マーチング、踊りの祭典、花笠おどりパレー

ドなど
　　　②8月9日㈪午後6時から
　　　花駒おどりパレード、将棋みこしパレード

　天童市観光果樹園連絡協議会加盟園地では、多賀
城市民は通年の優待があります。
問／天童市商工観光課
☎023-654-1111内線222

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」元
気
な
あ
い
さ
つ

で
出
迎
え
て
も
ら
い
、
練
習
中
も
か
け
声
が
飛
び

交
う
天
真
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
。「
あ
い
さ
つ
と
礼
儀
正

し
さ
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と

を
心
が
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
」と
、
主
将
の
北

野
君
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
真
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
は
昭
和
51
年
に
創
立
さ
れ
た

少
年
野
球
チ
ー
ム
で
、
今
年
で
創
立
34
年
を
迎
え

ま
す
。
今
年
は
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
で
準
優
勝
。
8
月

2
日
に
埼
玉
県
所
沢
の
西
武
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会「
く
り
く
り
少
年
野
球
選
手
権
大
会
」へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
取
材
に
伺
っ
た
日
も
、

大
会
へ
向
け
て
の
練
習
の
真
っ
最
中
。
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ラ
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、ノ
ッ

ク
、
試
合
形
式
の
練
習
。
み
ん
な
で
声
を
出
し
合

い
な
が
ら
、多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
大
会
準
優
勝
と
い
う
今
年
の
好
成
績
は
、
3

年
生
か
ら
入
部
し
、
活
動
し
て
き
た
現
在
の
6
年

生
の
が
ん
ば
り
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と

分
析
す
る
親
の
会
会
長
の
井
上
さ
ん
。親
の
会
は
、

子
ど
も
達
の
健
康
管
理
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
当

番
制
で
毎
週
末
の
練
習
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
を
間
近
に
控
え
て
の
意
気
込
み
を
聞

く
と
、
北
野
君
か
ら
は
、「
自
分
に
と
っ
て
初
め

て
の
全
国
大
会
で
す
が
、
緊
張
せ
ず
に
楽
し
く
頑

張
り
た
い
」と
頼
り
に
な
る
一
言
。
ほ
か
の
メ
ン

バ
ー
も
、
声
を
揃
え
て「
悔
い
の
な
い
試
合
を
し

た
い
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
21
人
で
す
が
、
そ
の
内
6

年
生
が
13
人
。
6
年
生
が
卒
業
し
て
し
ま
う
と
、

8
人
と
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
現

在
、
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
在
籍
す

る
小
学
校
は
問
い
ま
せ
ん
。
野
球
が
好
き
な
小
学

生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

お
知
ら
せ

タイトル 日　　時 会　場 内容／対象 費　　用 問い合わせ
ヒロシマ・ナガサキ 原爆
展inしおがま

7月31日㈯
午前10時～午後6時
8月1日㈰
午前10時～午後5時

塩竈市情報・
交流コーナー 
マリンプラザ

（イオン塩釜
ショッピング
センター1階）

展示（広島平和資料館
貸し出し資料）ヒロシ
マ・ナガサキ原爆写真
パネル・語り部（被爆
者 の 体 験 談 ）・NPT
ニューヨーク行動参加
者の話

無料 坂総合病院健康管理室
鈴木　☎365・5175

（内線　5213）

絵手紙、はがき絵、すずら
んの会　8月の体験会

・金曜日コース8月6日
・土曜日コース8月7日
午前10時～正午

山王地区公民
館

暑中見舞の絵手紙
道具は貸出します。

（要申込）

1回500円
（材料費）

浅野　☎363・4887
（午前8時30分～正午）
（午後6時～7時）

囲碁大会 月例囲碁大会8月8日㈰
午前9時50分から
月例級位者囲碁大会8 月
21日㈯
午前9時50分から

多賀城囲碁セ
ンター

入賞者・賞金有り 参加料
1,500円

日本棋院多賀城支部　
☎368・7925
http://gon-jp.ath.
cx/tigo/

東北学院幼稚園
オープンキャンパス

8月21日㈯
午前9時30分～11時
雨天決行

東北学院幼稚
園

遊具や砂場など好きな
コーナーで遊びます

（汚れた時の着替えと
上靴（スリッパ）をご持
参ください）／未就園
児親子対象

東北学院幼稚園
☎368・8600

（土、日除く、午前 9
時～午後4時）

草木染め教室 8月26日㈭
午前9時30分～午後0時
30分

文化センター スカーフを身近な素材
で染め、仕上げる
対象／一般市民先着
15名

2,800円 往復ハガキに住所、氏
名（ふりがな）、連絡先

（電話）、「草木染教室 
希 望 」と 明 記 の 上、
〒 985-8531 多 賀 城
市中央2丁目1-1 生涯
学 習 課 内 生 涯 学 習
100 年構想実践委員
会へ8月14日㈯必着
佐藤　☎309・1066

多賀城「支え合いの会」 8月29日㈰
午前10時～正午

市民活動サポ
ートセンター

「脳活にはマージャン
が一番」

500円 向坂　☎367・4071

塩釜なつメロ同好会
第9回発表会

8月29日㈰
午前10時30分～午後4時

塩釜壱番館
遊ホール

なつメロの歌と踊り 無料
（要入場整理券）

渡部　☎365・4225

第9回県東書道役員展 9月10日㈮～12日㈰
午前9時30分～午後5時

（但し最終日は午後4時まで）

文化センター 漢字・かな・現代文・
小作品など約70点

無料 松本　☎368・2205

会
員
募
集

タイトル 活　　動 会　場 内容／対象 費　　用 問い合わせ
幼児水泳教室ラッコクラブ

（多賀城水泳協会）
毎週火曜日
午後2時30分～3時30分

市民プール 初回のみ無料体験可／
3歳児～未就学児

月2,000円 川村
☎090・5592・6285

川柳多賀城 月1回 毎月第4火曜日
午後1時から

市民活動サポ
ートセンター

句会／初心者歓迎 月500円 吾妻　☎362・1995

NPOいやしと元気の空間
フ ロ ー レ ン ス「 日 本 語 マ
ナー講座」

月2～3回
火曜日もしくは木曜日の午
前

市民活動サポ
ートセンター

日本語を学ぶだけでは
なく、日本人との付き
合い方なども学ぶ／外
国人（要予約）

1回1時間
1,000円

名前・希望の日時を書いて、
メールまたはファクスで 
高山まで empowerment 
2007@nifty.com 
FAX309・3706

コール・マーガレット 毎週 水曜日
午前10時～正午

文化センター 歌が好きな女性どなた
でも／お子様連れも歓
迎

月3,000円 渡部　☎309・4480

エアロビクス＆ヒップホッ
プ同好会

毎週木曜日
午前10時30分～11時30分

総合体育館 一般（初心者） 月2,000円 鈴木
☎090・8921・7157

新婦人　エコクラフト小組 毎月1回木曜日
午前10時から

高崎地区生活
センター

エコクラフトでショッ
ピングバック、小物作
り／一般

月1,000円＋
材料費

龍淵　☎368・3688

貞風会（主に貞山高等学校
科目履修生―書道の生涯学
習教室）

8月5日初回
毎月 第2、第4木曜日
午前10時～正午

文化センター 漢字・かなに「近代詩
文書・少字部門」を加
えて書の創作を楽しむ
／10名程度（申込順）

月2,500円 狩野　☎364・5486

多賀城ジュニアバドミント
ンクラブ

小学生の部：毎週金曜日 
午後 6 時 30 分～9 時、毎
週日曜日 午後1時30分～
4時30分
中学生の部：毎週金・日曜
日 午後6時30分～9時

多賀城東小学
校体育館・高
崎中学校体育
館

初心者歓迎 週1回2,500円・
週2回3,500円

今野　☎365・9381

　23年間、多賀城駅に花を
生けている福田すみ子さん
(中央在住)。「未来の東北博
覧会」が行われた昭和62年、
全国から訪れるお客さまを出
迎える駅に花を飾りたいという駅員からの依頼で生
け始めたそうです。「花を見るために一本早い電車
で来るんです」などと声をかけてくださる方々に励

まされ、これまで続けられま
したと福田さん。自宅の庭で
育てた花で生けられた作品に
は、花材の名前が添えられ、
今日も、駅の一角で乗降客を
出迎えています。

史都の面影 ●埋蔵文化財調査センター展示室より
　「東海地方で焼かれた陶器」

　多賀城跡南面にある都市の中央部には、幅12ｍのメインストリー
トが東西1㎞にわたって延びています。この通り沿いで発掘調査を
実施すると、キラキラと光沢のある器が多数出土します。これは愛
知県猿

さ
投
なげ
窯
よう
で焼かれた「灰

かい
釉
ゆう
陶器」と呼ばれる焼き物で、植物の灰を

原料とした釉
うわ
薬
ぐすり
が掛けられています。主

に都や寺院などに供給された高級器であ
り、通り沿いに屋敷を構えた官僚たちが
使用していたのでしょう。

■�シルバーヘルスプラザ（旧：老人福祉センター）
奉仕活動

　16日㈪午前9時30分から　美容奉仕
　会場・問／シルバーヘルスプラザ　☎365-2851
■シルバー人材センター入会説明会
　市内在住の60歳以上の健康で働く意欲のある方
大歓迎！
　日時／8月11日㈬、25日㈬午後2時から
　会場／シルバーワークプラザ（中央2丁目25-1）
　問／シルバー人材センター　☎368-2350

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

［
市
へ
］

●
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

・
ふ
れ
あ
い
多
賀
城

　
　
“
心
の
駅
”実
行
委
員
会

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・
匿
名
希
望
1
件

❖ことしの夏も 天童で

友好都市だより　山形県天童市

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの

みこし一斉渡御（とぎょ）
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家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
完
成
し
た
新
・
増
築
家
屋
に
つ

い
て
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産

税
を
減
額
し
ま
す

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

住
宅
で
左
記
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

は
、
固
定
資
産
税
の
減
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
新
築
住
宅
及
び
耐

震
改
修
に
よ
る
軽
減
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

減
額
の
要
件
／
①
平
成
19
年
1
月
1
日

以
前
か
ら
存
在
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
住

宅（
賃
貸
住
宅
部
分
を
除
く
）で
あ
る
こ

と
・
65
歳
以
上
の
方
・
要
介
護
認
定
ま

た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者
の
方
③
次
の
工
事
で
、
補

助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
費
用
が
30
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
・
廊
下
の
拡
幅
、

階
段
の
勾
配
の
緩
和
、
浴
室
・
便
所
の

改
良
、
手
す
り
の
取
付
け
、
床
の
段
差

の
解
消
、
引
き
戸
へ
の
取
替
え
、
床
表

面
の
滑
り
止
め
化

減
額
期
間
・
範
囲
／
改
修
工
事
完
了
の

翌
年
度
分
の
み
、
一
戸
あ
た
り
1
0
0
㎡

相
当
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
額
を
3
分

の
1
減
額

必
要
書
類
／
①
減
額
申
告
書（
税
務
課

固
定
資
産
税
係
窓
口
備
え
付
け
）②
改

修
の
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類

（
工
事
明
細
書
や
写
真
、
領
収
書
な
ど

の
写
し
、
そ
の
他
該
当
者
で
あ
る
旨
の

証
明
書
な
ど
）

申
告
期
間
／
改
修
工
事
完
了
後
3
カ
月

以
内

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

8
月
の
納
付

　
納
期
限
は
8
月
31
日
㈫
で
す
。

▼
市
県
民
税
第
2
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
4
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
2
期

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

所
在
地
／
七
ケ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
蓮
沼

1
番
地

区
画
面
積
／
1
区
画
3
・
3
平
方
メ
ー

ト
ル（
間
口
1
・
65
ｍ
奥
行
き
2
ｍ
）

使
用
料
な
ど
／
65
万
円（
永
代
使
用
料

55
万
円
、
管
理
料
10
万
円
）

必
要
書
類
／
①
住
民
票（
本
籍
記
載
の

世
帯
全
員
分
で
、
発
行
か
ら
2
週
間
以

内
）②
埋
葬
許
可
証
の
写
し
③
印
鑑

＊
な
お
、
資
格
の
条
件
を
緩
和
し
て
募

集
す
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
2
、
2
3
3

平
成
 22
年
度
宮
城
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
受
験
講
習
・
試
験

対
象
／
責
任
技
術
者
と
し
て
県
内
い
ず

れ
か
の
市
町
村
に
登
録
を
予
定
し
て
い

る
方（
市
町
村
の
指
定
工
事
店
の
指
定

を
受
け
る
事
業
所
は
、
専
属
の
責
任
技

術
者
が
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
）

講
習
／
10
月
13
日
㈬
午
後
1
時
～
4

時
、
宮
城
県
教
育
会
館
で（
受
講
料
・

テ
キ
ス
ト
代
別
途
負
担
あ
り
）

試
験
／
10
月
27
日
㈬
午
後
1
時
30
分
～

4
時
、
宮
城
県
仙
台
合
同
庁
舎
で（
受

験
料
別
途
負
担
あ
り
）

申
込
／
8
月
23
日
㈪
～
9
月
10
日
㈮

（
土
曜
、
日
曜
日
を
除
く
）に
登
録
予
定

市
町
村
下
水
道
課
へ
直
接
。申
込
書
は
、

8
月
下
旬
か
ら
市
町
村
下
水
道
課
で
配

布問
／
㈶
宮
城
県
下
水
道
公
社

☎
2
7
6
・
2
5
2
1

下
水
道
課
業
務
係　
内
線
7
9
2

自
動
交
付
機
の
利
用
停
止

　
保
守
点
検
な
ど
の
た
め
、
次
の
期
間

は
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

問
／
市
民
課
市
民
係　
内
線
1
4
5

文
化
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お

知
ら
せ

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
く
ん

蒸
殺
虫
消
毒
を
行
う
た
め
、
次
の
期
間

は
休
館
し
ま
す
。

期
間
／
8
月
9
日
㈪
～
16
日
㈪

＊
セ
ン
タ
ー
内
の
証
明
書
自
動
交
付
機

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
受
付
な
ど

は
、
8
月
17
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
行
い

ま
す
。

問
／
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
0
1
3
1

多
賀
城
史
遊
館
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

　
特
別
展
開
催
の
準
備
の
た
め
史
遊
館

を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

休
館
期
間
／
8
月
9
日
㈪
～
16
日
㈪
・

8
月
26
日
㈭
～
9
月
13
日
㈪
ま
で

問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　

申
し
込
み
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、

予
定
件
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

補
助
要
件
／
①
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
と
そ

の
他
の
省
エ
ネ
設
備
を
併
せ
て
設
置
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方

②
国
へ
の
補
助
金
申
請
を
さ
れ
て
い
る

方＊
そ
の
他
の
省
エ
ネ
設
備
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
手
続
き
／
工
事
完
了
前
に
申
請

補
助
額
／
最
大
出
力
1
k
w
あ
た
り

3
万
5
千
円（
上
限
12
万
5
千
円
）

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
5

特
別
障
害
者
等
手
当
の
支

払
い
に
つ
い
て

　

5
月
か
ら
7
月
ま
で
の
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
を
、
8
月
10
日
㈫
に
受
給
者
の

皆
さ
ん
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
確
認

は
、8
月
11
日
㈬
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

＊
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
で
、
3

カ
月
以
上
継
続
し
て
医
療
機
関
に
入
院

し
た
方
は
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
の

で
、
喪
失
届
が
必
要
で
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
9

医
療
費
助
成
申
請
書
の
提

出
を
忘
れ
ず
に

　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
と
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い

る
方
で
、
全
国
健
康
保
険
協
会
・
健
康

保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
の
被
保
険

者
証
を
使
用
し
て
い
る
方
は
受
診
し
た

月
に
、
病
院
や
調
剤
薬
局
な
ど
に
医
療

費
助
成
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
月
に
一
枚
提
出
し
ま
す
が
、
総
合
病

院
の
場
合
は
、
診
療
科
ご
と
に
必
要
で

す
。
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
医
療

費
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
本

市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い

る
方
で
、
次
の
場
合
は
、
受
給
者
証
・

領
収
書
・
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
国
保

年
金
課
に
医
療
費
助
成
申
請
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
県
内
の
病
院
な
ど
で
受
給
者
証
を
提

示
し
な
い
で
保
険
適
用
分
の
2
割
を
支

払
っ
た
場
合

②
県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
し
て
保

険
適
用
分
の
2
割
を
支
払
っ
た
場
合

③
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
受
給

者
証
の
提
示
に
対
応
し
て
い
な
い
た

篤と
っ

行こ
う

者
を
推
薦
し
て
く
だ

さ
い

対
象
／
①
多
年
に
わ
た
り
、
無
報
酬
で

道
路
や
公
園
の
清
掃
、
除
草
な
ど
の
愛

護
活
動
を
し
て
き
た
個
人
、
団
体
②
多

年
に
わ
た
り
、
無
報
酬
で
市
民
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
個

人
、
団
体
③
社
会
の
善
行
者
で
、
市
民

の
模
範
と
な
る
個
人
、
団
体
④
人
の
生

命
、
身
体
の
安
全
確
保
に
尽
く
し
た
個

人
、
団
体

＊
①
～
③
で
団
体
を
推
薦
す
る
場
合

は
、
お
お
む
ね
10
年
以
上
の
活
動
実
績

が
あ
る
場
合
と
し
ま
す
。

審
査
／
多
賀
城
市
表
彰
審
査
会
で
審
査

し
、
表
彰
者
を
決
定
し
ま
す
。

表
彰
／
11
月
1
日
㈪
の
多
賀
城
市
市
政

功
労
者
表
彰
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

推
薦
方
法
／
8
月
16
日
㈪
ま
で
、
篤

行
者（
自
薦
を
除
く
）の
住
所
・
氏
名
・

篤
行
内
容（
期
間
・
頻
度
な
ど
）お
よ
び

推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記

入
し
て
、
市
長
公
室
秘
書
担
当（
〒
9 

8
5
・
8
5
3
1
住
所
記
載
不
要
）直

接
ま
た
は
郵
送

問
／
市
長
公
室
秘
書
担
当　
内
線
2
1
8

七
ケ
浜
町
公
園
墓
地「
蓮
沼

苑
」使
用
者

　
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
を
対
象

に
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

資
格
／
①
本
市
に
1
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
し
て
い
る
方
②
埋
葬
予
定
の

遺
骨
の
あ
る
方
③
申
請
者
の
世
帯
全
員

が
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
方

くらしの情 報くらしの情 報

め
、
保
険
適
用
分
の
2
割
を
支
払
っ
た

場
合

　
な
お
、
ま
だ
登
録
申
請
を
済
ま
せ
て

い
な
い
方
は
、
電
話
や
窓
口
で
所
得
要

件
等
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
窓
口
で
登

録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

申込書請求／総務課人事係へ直接。郵送希望の場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求（必要な職種を記載（建築、
情報または研究員））」と朱書きし、120円切手を張り付けたA4判の書類が入る大きさの返信用封筒を同封して同
係へ（〒985–8531住所記載不要）
＊募集内容の詳細は窓口にお問い合わせいただくか市ホームページをご覧ください。
問／総務課人事係　内線224～227

税
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

く
ら
し

平成22年度市職員採用試験（実務経験者）募集

設置場所 停止日時

市役所玄関ロビー

8月24日㈫山 王 地 区 公 民 館

大 代 地 区 公 民 館

文化センターロビー
（市民会館）

8月9日㈪～16日㈪
8月24日㈫

試験の概要
職種

（募集定員） 建築（若干名） 情報（若干名） 研究員（若干名）

年　齢、
資格要件
など

　昭和51年4月2日以降に生まれた人
で、一級建築士の資格を有し、次の1
および2に該当する人
1�　学校教育法による大学（短期大学を
除く。）を卒業した人
2�　一級建築士の資格取得前後を問わ
ず、建築設計または施工管理に関す
る実務経験年数が、平成22年3月末
日現在で通算3年以上の人

　昭和51年4月2日以降に生まれた人
で、次の1および2に該当する人
1�　独立行政法人情報処理推進機構が
実施する（平成16年1月1日以前に㈶
日本情報処理開発協会が実施したもの
を含む。）経済産業省認定試験の下記試
験における合格者（1試験以上の合格）
　⑴�　情報セキュリティスペシャリスト試験
　⑵�　テクニカルエンジニア試験（情報
セキュリティ）

　⑶�　情報セキュリティアドミニスト
レータ試験

　⑷�　ネットワークスペシャリスト試験
2�　試験の合格前後を問わず、情報シ
ステムのマネジメントまたは開発に
関する実務経験年数が、平成22年3
月末日現在で通算3年以上の人

　昭和51年4月2日以降に生まれた人
で、次の1から3まですべてに該当す
る人
1�　学校教育法による大学（短期大学を
除く。）で考古学または古代史を専攻
し卒業した人
2�　発掘業務の実務経験年数が、平成
22年3月末現在で通算3年以上の人
3�　発掘調査報告書を2冊以上主体的な
立場で執筆した実績がある人または、
研究報告書および論文などを発表し
たことがある人

募集要領 8月2日㈪から配布
申込期間 8月2日㈪～9月6日㈪　※郵送の場合は、9月6日必着

試 験 日
など

期日／10月24日㈰　　　
会場／多賀城市役所　　　
内容／教養試験、適性検査
　　　集団討論、面接試験

期日／10月24日㈰
会場／多賀城市役所
内容／教養試験、適性検査
　　　論文試験、集団討論、面接試験

※応募者多数の場合は、試験日が追加となる場合があります。
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
お
得
！

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
便
利

な「
口
座
振
替
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
回
窓
口
に

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な

く
、
引
き
落
と
し
の
方
法
に
よ
り
、
現

金
納
付
よ
り
も
有
利
な
保
険
料
の
割
引

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
6
カ
月
前
納
で
口
座
振
替
を
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
場
合
、
10
月
～
平
成

23
年
3
月
分
の
保
険
料
が
1
、

0
3
0
円
が
割
引
さ
れ
、
8
9
、

5
7
0
円
に
な
り
ま
す（
毎
年
4
月
末

と
10
月
末
に
6
カ
月
分
振
替
）。
お
申

し
込
み
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

6
カ
月
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
8
月

末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
は
、
金
融
機

関
、
年
金
事
務
所
、
市
役
所
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
学
生
の
年
金「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

に
つ
い
て

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は
、
所
得

が
無
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
学
生
が
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
在
学
期
間
中
は
、
年
度
ご
と

に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
保
険
料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
年
金
の
受
給
に

必
要
な
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
就
職
ま
で
と
思
っ
て
未
納
に
し
て
い

る
と
、
万
が
一
に
も
在
学
期
間
中
に

負
っ
て
し
ま
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い

て
、
障
害
年
金
が
生
涯
受
け
取
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
申
請
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
夏
休
み
親
と

子
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
8
月
21
日
㈯
午
後
1
時
～
4
時

30
分

会
場
／
仙
台
市
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

（
楽
楽
楽
ホ
ー
ル
）

内
容
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
・
ビ
デ
オ
上
映

定
員
／
5
0
0
人（
先
着
順
、
入
場
無

料
・
手
話
通
訳
あ
り
）

問
／
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

☎
3
6
2
・
2
3
3
8

■
塩
竈
斎
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
「
塩
竈
斎
場
」は
住
宅
地
に
隣
接
し
た

公
共
施
設
で
す
。
よ
り
良
い
環
境
を
保

つ
た
め
、
公
害
や
設
備
故
障
の
原
因
に

な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
、
金
属
製

品
、
機
械
類
や
燃
え
に
く
い
も
の
、
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
は
ひ
つ
ぎ
に
入
れ
な
い

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
待
合
室
を
ご
利
用
の
際
の
後

片
付
け
や
清
掃
、
車
で
お
越
し
の
際
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
環
境
組
合
事
務
局

☎
3
6
3
・
2
7
7
7

塩
竈
斎
場

☎
3
6
4
・
8
9
1
6

■
退
職
金
は
国
の
制
度
で

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中
退

共
制
度
）は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、

多
く
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
安
全
・
確

実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
／
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
仙
台

相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
2
6
3
・
8
6
5
1

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　

第
3
回
目
の
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
9
月
26
日
㈰
）に
先
立
ち
、
乙
種
第
4

類
の
受
験
者
を
対
象
に
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

日
時
／
8
月
27
日
㈮
・
9
月
8
日
㈬
午

前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場
／
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜（
塩
竈
市

港
町
一
丁
目
4
番
1
号
）

受
講
定
員
／
60
人（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

費
用
／
2
、
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
申
込
時
に
支
払
い
）

申
込
／
8
月
17
日
㈫
ま
で
費
用
を
持
参

の
上
、
塩
釜
地
区
管
内
各
消
防
署
へ

問
／
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会（
塩
釜

地
区
消
防
本
部
予
防
課
）

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

■「
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
」

　
津
波
防
災
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
組

織
や
町
内
会
の
勉
強
会
な
ど
へ
気
象
台

職
員
が
出
向
い
て
出
前
講
座
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
管
区
気
象
台
業
務
課

☎
2
9
7
・
8
1
0
2

■
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
な
ど
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
遺
族
、
障
害
が
残
っ
た
方
お
よ
び

障
害
を
負
っ
た
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
の
方
が
す
で
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
、
そ
の
方
の
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
、
12
月
17
日
㈮
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
／
宮
城
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支

援
室

☎
2
2
1
・
7
1
7
1

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
時
／
9
月
16
日
㈭
～
12
月
2
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日（
9
月
23
日
を
除
く
、
全

10
回
）、
午
前
9
時
50
分
か
ら
受
け
付

け
、
2
時
間
程
度

会
場
／
市
民
プ
ー
ル

対
象
・
定
員
／
65
歳
以
上
で
次
の
全
て

に
あ
て
は
ま
る
方
15
人（
先
着
順
）①
腰

痛
や
膝
痛
な
ど
で
以
前
よ
り
歩
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
方
②
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
③
過
去
に
市

の
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方

費
用
／
1
、
0
0
0
円（
保
険
料
）

申
込
・
問
／
8
月
12
日
㈭
ま
で
健
康
課

成
人
保
健
係
へ

内
線
1
3
2
～
1
3
4

中
高
年
の
キ
ャ
リ
ア
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー

～
こ
れ
か
ら
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考

え
る
～

　
定
年
後
も
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
今
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
考
え
な
が
ら
、
再
就
職
に
当
た
っ

て
の
知
識
や
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
8
月
27
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
・
費
用
／
お
お
む
ね
55
歳

～
65
歳
ま
で
の
在
職
中
ま
た
は
退
職
後

1
年
程
度
の
方
50
人
、
無
料

申
込
・
問
／
8
月
2
日
㈪
～
23
日
㈪
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
に
記
載
の
上
、
商

工
観
光
課
商
工
係（
内
線
4
7
1
、

4
7
2
）へ
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

（
フ
ァ
ク
ス
3
6
8
・
9
0
6
9
）

古
代
の
お
か
し
を
作
っ
て

み
よ
う

～
唐
菓
子（
と
う
が
し
）を
作
っ
て
食
べ

よ
う
。

日
時
／
9
月
5
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～

3
時

対
象
・
定
員
／
小
学
5
年
生
以
上
の
方

（
保
護
者
同
伴
は
そ
れ
以
下
で
も
可
）10

人会
場
／
中
央
公
民
館（
料
理
実
習
室
）

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

費
用
／
材
料
費
2
0
0
円

申
込
／
8
月
1
日
㈰
～
8
日
㈰

問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

中
央
公
民
館
事
業

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
公
民
館
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

❖
日
本
の
伝
統
文
化
講
座「
演
芸
と
落

語
映
画
会
」

日
時
／
8
月
28
日
㈯
午
後
2
時
～
3
時

15
分

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

対
象
・
定
員
／
市
内
に
居
住
す
る
方

1
0
0
人

内
容
／
花
王
名
人
劇
場
一
芸
名
人
集

「
一
芸
名
人
」、
ア
ニ
メ
落
語
館「
お
血

脈
」

費
用
・
申
込
／
入
場
無
料
・
申
込
不
要

❖
子
ど
も
映
画
会

日
時
／
8
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

対
象
・
定
員
／
市
内
に
居
住
す
る
幼
児

～
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
1
0
0
人

内
容
／「
3
丁
目
物
語　

夏
」「
忍
た
ま

乱
太
郎
」

費
用
・
申
込
／
入
場
無
料
・
申
込
不
要

大
代
地
区
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト

　
仙
台
チ
ェ
ン
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
7

人
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た

曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
／
9
月
11
日
㈯
午
後
2
時
～
3
時

定
員
／
1
5
0
人

費
用
／
無
料（
入
場
に
は
整
理
券
が
必

●8月の休館日
毎週月曜日、31日㈫

	今月の展示
	 　「写真展」写真クラブ集団
多賀城の会員の皆さまの作
品を展示します。

	 期間／1日㈰～29日㈰
	 問／星☎368・0017

	今月の展示図書
	 「楽しい夏休み」
	 　夏休みに読んで欲しい課
題図書、読書感想文、工作
の本を展示します。

	 期間／1日㈰～29日㈰
	 ※�展示した本は、貸し出し

できます。

東北スチール㈱多賀城寮駐車場
10日㈫・24日㈫

10：00～10：30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30
城南小学校北側駐車場 13：30～14：00
城南小学校 今月の巡回はありません。
高橋・発向興業駐車場 11日㈬・25日㈬ 10：00～10：30
ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30
多賀城東小学校 今月の巡回はありません。
新田公民館脇 12日㈭・26日㈭ 10：00～10：30
新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30
山王小学校 今月の巡回はありません。
八幡・末の松山沖の井駐車場

3日㈫・17日㈫
10：00～10：30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30
アシスト多賀城 13：40～14：10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ前 4日㈬・18日㈬ 10：00～10：30
桜木・県営住宅集会所前 10：50～11：30
天真小学校 今月の巡回はありません。
塩釜三中内駐車場

5日㈭・19日㈭
10：00～10：30

丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30
多賀城八幡小学校 今月の巡回はありません。
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

�
お気に入りの風景は？

�
　「たがじょう・わたしの散歩道」
では、みなさんからご応募いただ
いた市内の風景画像を紹介してい
ます。季節の花木や隠れた散歩ス
ポットなどを掲載していますの
で、あなたもお気に入りの1枚を
お寄せください。
トップページ右下のバナーをク
リック！

要
で
す
。
整
理
券
は
、
大
代
地
区
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
）

問
／
大
代
地
区
公
民
館

☎
3
6
4
・
8
4
4
2

N
P
O
法
人
多
賀
城
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
局（
総

合
体
育
館
）へ

☎
3
6
5
・
1
9
1
8

　
申
し
込
み
は
、総
合
体
育
館
、山
王・

大
代
地
区
公
民
館
、
Ｅ
メ
ー
ル

（shim
in@
sc-tagajo.join-us.

jp

）
❖
親
子
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
時
／
9
月
11
日
㈯
午
前
6
時
30
分
総

合
体
育
館
集
合

場
所
／
宮
城
蔵
王
周
辺

対
象
・
定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
20
組

（
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保
護
者
一
人
の

引
率
）

費
用
／
一
組
3
、
0
0
0
円

申
込
／
8
月
11
日
㈬
～
28
日
㈯

（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）

❖
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時
／
9
月
25
日
㈯
午
前
7
時
30
分
か

ら会
場
／
松
島
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ　
大
郷
コ
ー
ス

定
員
／
64
人（
先
着
順
）

参
加
料
／
会
員
3
、
5
0
0
円
、
会

員
外
4
、
0
0
0
円（
プ
レ
ー
代
は
個

人
負
担
）

申
込
／
8
月
5
日
㈭
～
9
月
10
日
㈮
ま

で

催
し
・
講
座

さざんか号の予定移　動
図書館

市立図書館 ☎367-1730
http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

口座振替の引落方法

種　　　類 内　　　容

①　毎月納付
　　（翌月末振替） 割引はありません。

②　6カ月前納 現金納付による前納よりも割
引額が大きくなります。③　1年前納

④　毎月納付
　　�（当月末振替
による早割）

毎月50円の割引。
（口座振替でのみ利用できま
す。）
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休日の診療
内科・小児科

■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
8月1日 永沼歯科クリニック 塩竈市梅の宮14-10 361-1251

8日 ありま歯科医院 多賀城市高橋4-2-1 389-1182

15日 引地歯科医院 塩竈市藤倉2-3-11 367-1774

22日 梅津歯科クリニック 多賀城市鶴ケ谷2-29-17 362-4344

29日 かたおか歯科クリニック 利府町神谷沢字南沢1-1 255-2028

9月5日 ノーブル
デンタルオフィス

塩竈市海岸通15-100
イオンタウンショッピングセンター内 361-1138

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～11時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
「健康づくりカレンダー」に載せている対象生年
月日と人数調整などのため異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 4日㈬・19日㈭	 受付 12:10～12:30
22年3月24日～22年4月21日生まれ

1歳6カ月児 11日㈬・26日㈭	 受付 12:10～12:30
21年1月9日～21年2月5日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

25日㈬	 受付 9:30～9:50
19年12月18日～20年1月10日生まれ

3歳児 20日㈮・31日㈫	 受付 12:10～12:30
19年1月9日～19年2月3日生まれ

妊婦歯科健診と●
栄養のお話　

23日㈪� 受付 13:00～13:15
歯ブラシ・コップ・母子健康手帳・筆記用具を持
参してください。

母子健康手帳の●
交付　

2日㈪・9日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪	受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

ことばの相談● 5日㈭・9月2日㈭	 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 30日㈪	 受付 9:20～10:10
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 6日㈮	 受付 9:30～10:00
22年4月21日～22年5月6日生まれの方とBCG接種を
受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予診
票に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

予防接種手帳の●
交付　

3カ月～4カ月児健康診査通知と一緒に送付して
います。転入などでお持ちでない方は、母子健康
手帳を持参の上、健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

6日㈮・12日㈭・18日㈬・27日㈮	 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

離乳食講習会（2回食コース）
日　　　時／8月10日㈫午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7カ月児～8カ月児の保護者15組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／8月6日㈮まで健康課親子保健係へ内線135・136

幼児食講習会
日　　　時／9月2日㈭午前9時15分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／2歳～3歳児の親子12組（先着順）
費　　　用／1組400円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、汚れた場合の着替え
申 込 ・ 問／8月23日㈪まで健康課親子保健係へ内線135・136

子育てサポートセンター事業
会場はすべて子育てサポートセンター。費用はすべて無料です。
申し込み、問い合わせは同センターへ直接または電話で。受け
付け時間は午前9時から。� ☎389・2180

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み
すくすくハッピー3
同年齢のお友だちと
一緒にいろいろな遊
びを楽しみましょう。

31日
㈫

10：15
～

11：15

H21.3月～H21.7
月生まれの幼児
と保護者15組

10日㈫
午前9時
から

プレママ
赤ちゃんが生まれる前
に子育てサポートセン
ターに遊びにきません
か。子育てについての
情報を提供します。お
母さん同士のフリート
ークもあります。

9月2日
㈭

10：15
～

11：15

妊娠6カ月以降
の方（安定して
いる方）10組

18日㈬
午前9時
から

すくすくハッピー1
ふれあい遊びをした
り、子育てについて
の情報を提供します。
お母さん同士のフリ
ートークもあります。

9月7日
㈫

10：15
～

11：30

H22.2月～H22.5
月生まれの乳児
と保護者20組（申
込多数の場合は
新規の方優先）

24日㈫
午前9時
から

すくすくハッピー2
栄養士から離乳食に
ついての話を聞きま
す。お母さん同士のフ
リートークもあります。

9月8日
㈬

10：15
～

11：30

H21.9月～H22.1
月生まれの乳児
と保護者20組（申
込多数の場合は
新規の方優先）

24日㈫
午前9時
から

●ファミリーサポート事業協力会員募集
　生後2カ月～小学校6年生までのお子さんを自宅でお預かり
する子育て支援の有償ボランティア活動です。（9月14日、
15日に講習会を予定。事前に入会手続きが必要です）
対 象／�市内在住の20歳以上の方で、事業に理解と熱意の

ある方
申込・問／�ファミリーサポート事務局（子育てサポートセン

ター内）　☎389・2181

鶴ケ谷児童館事業
会場はすべて鶴ケ谷児童館。申し込み、問い合わせは同館へ直
接または電話で。（申し込みは本人または家族の方に限ります）
� ☎362・0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 費用

おもちゃランド
おもちゃで遊んだり、
体操や絵本などのお
はなしもあります。

5日
㈭

10：15
～

11：30
乳幼児と
保護者

不要 無料

12日
㈭
19日
㈭

いっしょに遊ぼう1歳児
1歳のお友だちが集
まって、みんなで楽
しく遊びます。

27日
㈮

11：00
～

11：30
1歳の幼児
と保護者

小学生ランド2
デイキャンプ
児童館で採れた野菜
で、カレーとサラダを
作って食べたり、楽し
い工作をしましょう。

17日
㈫

9：30
～

15：00

小学生
40人
（先着順）

7月30日㈮
午後3時か
ら費用持参
の上来館

200円
（材料費）

西部児童センター事業
会場は、すべて西部児童センター。申し込み、問い合わせは同
センターへ直接または電話で。受け付けは午前9時から。（各
申し込み対象者は市内居住者に限ります）� ☎368・4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 費用
ぬりえ作品展
楽しくぬりえをして
作品展に応募しまし
ょう！
作品を応募した小学
生には参加賞があり
ます。

作品募集
8月5日
㈭
～

9月22日
㈬

作品展示
10月4日
㈪
～

10月9日
㈯

小学生 不要

無料

楽しくトランポリン②
トランポリンのおも
しろさや魅力を知
り、チャレンジしま
しょう！
初心者から楽しめま
す。

11日㈬

①9：00
　～

　10：30
②10：30
　～

　12：00

小学生
①、②
各15人
（先着順）

2日㈪
から

一輪車のり認定会1
一輪車のりの技を高
め挑戦しましょう！

24日㈫
10：00
～

11：45
小学生
30人

3日㈫
から

一輪車のり練習会
16日㈪
～

21日㈯
23日㈪

13：00
～

14：00
小学生 不要

そのほかのイベント
●�古代のおかしを作ってみよう、子ども映画会、親子
トレッキング教室（詳しくは21ページをご覧下さい）

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など
内線237
生活環境課

10日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を
内線237
生活環境課

18日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方
内線237
生活環境課

9日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など
☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）
身体障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

31日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方
☎368-6300
社会福祉協議会

2日・9日・16日・23日・30日の各月曜日�10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などでお困りの方
内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方。（事前電話予約）
内線132
健康課

16日㈪13時30分～15時30分
市役所1階　社会福祉課相談室

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など☎368-1631

こども福祉課 平日8時30分～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制

☎363-5502

●抗ＨＩＶ抗体検査
4日㈬・18日㈬� 受付／9時～11時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（診断書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 7日㈯・23日㈪13時30分から

市立図書館事業
申し込み、問い合わせは市立図書館へ。� ☎367・1730
●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
対　象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

イベント名 日　時 会　場
朗読サークル多賀城 4日㈬・

18日㈬
15：00～
15：30

市立図書館図書館ボランティア
蒲公英（たんぽぽ）

13日㈮・
27日㈮

11：00～
11：30

プーさんのおはなしや 7日㈯・
21日㈯

11：00～
11：30

カンガルー読書会 25日㈬ 10：30～
11：30

大代地区
公民館

スキップ 10日㈫ 11：00～
11：30

山王地区
公民館

8 月の相談 相談窓口などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

8月の献血のお知らせ
献血にご協力をお願いします

●全血献血／14日㈯午前10時～午後4時　万代多賀城店
　　　　　　27日㈮午後1時～午後4時　ヤマザワ多賀城店
　　　　　　29日㈰午前10時～午後4時　ジャスコ多賀城店
●対象／16歳～69歳の健康な方
� （65歳以上の方は、60歳～64歳の間に献血経験がある方）
●所要時間／およそ30分
問／社会福祉課総務企画係　内線163

育てられなくなった犬や猫の引き取り 12日㈭・26日㈭10：00～12：00　宮城県塩釜保健所で　問／塩釜保健所 ☎363-5505



　
陸む

つ奥
総そ
う
し
ゃ
の
み
や

社
宮
は
、
塩
竈
街
道
沿
い
の
多
賀
城
東

門
跡
の
北
東
に
あ
る
神
社
で
す
。
江
戸
時
代
に
は

奏そ
う
し
ゃ
み
よ
う
じ
ん
し
ゃ

社
明
神
社
・
奏そ
う
し
ゃ
の
み
や

社
宮
な
ど
と
呼
ば
れ
、
市
川
村

の
村む
ら
ち
ん
じ
ゅ

鎮
守
で
あ
り
、
鹽し
お
が
ま
じ
ん
じ
ゃ

竈
神
社
の
十
四
末ま
っ
し
ゃ社
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
神
社
に
つ
い
て
は
、

貞じ
ょ
う
き
ょ
う

享
4（
1
6
8
7
）年
仙
台
藩
主
伊だ

て達
綱つ
な
む
ら村
の

寄き
し
ん進
に
よ
り
神
殿
が
再さ
い
こ
う興
さ
れ
た
と
い
う
も
の
が

も
っ
と
も
古
い
記
録
で
す
。

　
陸
奥
総
社
宮
で
は
、
塩
竈
街
道
を
舞
台
に
し
た

信
仰
と
祭
礼
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩
竈

街
道
は
江
戸
時
代
、
仙
台
城
下
か
ら
塩
竈
へ
至
る

街
道
で
あ
り
、
鹽
竈
神
社
へ
の
参
拝
路
で
も
あ
り

ま
し
た
。
文ぶ
ん
せ
い政
5（
1
8
2
2
）年
に
仙
台
の

儒じ
ゅ
が
く
し
ゃ

学
者
舟ふ
な
や
ま
ば
ん
ね
ん

山
萬
年
の
記
し
た『
鹽え
ん
し
ょ
う
し
ょ
う
ふ

松
勝
譜
』に
は
、

鹽
竈
神
社
に
参
拝
す
る
際
に
は
奏
社
宮
を
詣
で
て

か
ら
で
な
い
と
ご
加
護
が
な
い
と
記
さ
れ
て
お

り
、
当
時
は
、
鹽
竈
神
社
へ
参
拝
に
行
く
と
い
う

こ
と
を
奏
社
宮
に
申
し
述
べ
て
か
ら
お
参
り
す
る

の
が
順
序
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
日
に
お
い
て

も
そ
の
伝
統
は
引
き
継
が
れ
、
初
詣
な
ど
の
際
に

は
、
鹽
竈
神
社
を
詣
で
る
前
に
参
拝
す
る
人
々
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
4
月
中
旬
に
は
、
五ご
こ
く穀
豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
を
祈

る
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
礼
は
、
旧

暦
の
3
月
10
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
江
戸

時
代
の
記
録
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
祭
の

1
週
間
前
に
は
、
神み
こ
し輿
が
巡
行
す
る
塩
竈
街
道
に

花
が
飾
ら
れ
、
祭
が
近
い
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。

　
祭
礼
で
は
、
古
代
よ
り
陸
奥
国
の
産
物
で
あ
っ

た
昆
布
を
始
め
と
す
る
神し
ん
せ
ん饌
が
拝
殿
に
奉
納
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
宮ぐ
う
じ司
共
々
白
い
布
に
包
ま
れ
た

御
神
体
が
人
の
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
神
輿
に
遷う
つ

さ

れ
、
氏う
じ
こ子
達
を
担
ぎ
手
と
す
る
神
輿
渡と
ぎ
ょ御
が
始
ま

り
ま
す
。
鳥と
り
か
ぶ
と甲を
か
ぶ
っ
た
猿さ
る
た
ひ
こ

田
彦
の
先
導
の
も

と
、
鉦か
ね
と
太
鼓
の
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
神
輿
が
塩

竈
街
道
を
通
り
氏
子
区
域
を
巡
行
し
ま
す
。
例
大

祭
は
元
々
、
市
川
集
落
の
お
祭
り
で
し
た
が
、
明

治
41（
1
9
0
8
）年
に
村
内
の
8
社
が
合ご
う
し祀
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
神
輿
渡
御
の
順
路
は
、
塩
竈
街
道

沿
い
の
市
川
・
南
宮
・
山
王
を
経
て
、
新
田
・
高

橋
の
集
落
も
巡
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
も
そ
の
伝

統
は
続
い
て
い
ま
す
。

発売開始 �
Ｉ・フジコ・へミング　動物愛護チャリティコンサート
11月25日㈭　開演／ 18時　市民会館大ホール
 全席指定 　8,000円（入場料金のうち2,000円が動物愛護団体に寄付されます）
会員先行発売／ 8月21日㈯から市民会館のみで発売
一般発売／ 9月1日㈬から各プレイガイドで発売
＊未就学児の入場はできません。
プレイガイド　多 七 メ 三 藤 Ｐ 113－320 Ｌ 27758 e+

第2回史都多賀の城クラシックコンサート
11月28日㈰　開 演／ 14時　市民会館大ホール
 全席自由 　1,000円　　8月5日㈭発売
出演／玉川舞子（ピアノ）、齋藤翠（ソプラノ）、岡澤佳女（ピアノ）、誉田広耶（マリンバ）
　　　小林真理子（ピアノ）、佐藤順子（ソプラノ）、混声合唱団甍
＊未就学児の入場はできません。
プレイガイド　多 七 メ
公演決定！ �
MONKEY MAJIK
BEST ALBUM TOUR2010 ～ 10years ＆ Forever ～
10月24日㈰　開演／ 17時30分　市民会館大ホール
 全席指定 　5,500円　　一般発売／ 9月25日㈯

❖ Concert for KIDS ～ 0才からのクラシック～  残席わずか！

多賀城市民会館イベント情報

チケットプレイガイドの凡例▼ 多 多賀城市民会館  七 七ケ浜国際村  メ メロディーズ（塩竈市）  三 三越仙台店  藤 藤崎（仙台市）
Ｐチケットぴあ（Ｐコード）  Ｌローソンチケット（Ｌコード）  e+  イープラス（http://eplus.jp）  ＊チケットの価格はすべて税込です。

問／市民会館☎368-0132 ホームページ http://www.tagajo-cityhall.com/ 多
たがじょうつうしん

楽情通信もご覧ください。

人口と世帯数（6月末現在） 人口 62,777人（－474人） 世帯数 24,649世帯（－471世帯）※（　）は前月比です。
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発
行（
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発
行
）
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集
と
発
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多
賀
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市
総
務
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地
域
コ
ミ
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テ
ィ
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多
賀
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所
〒
985
―
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市
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央
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目
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番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
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1
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1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
と
、
植
物
性
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
1
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
20
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

史
都
の
道
し
る
べ
④

～
陸
奥
総
社
宮
の

�

信
仰
と
祭
礼
～

▲街道をゆく神輿
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